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いの町公式ホームページ　http://www.town.ino.kochi.jp/

●総人口	 24,918 （25,400）人

●男　性	 11,849 （12,092）人

●女　性	 13,069 （13,308）人

●世帯数	 10,892 （10,947）世帯
（住民基本台帳人口による）

いの町の人口
平成26年3月末日現在（　）内は前年同月末日

第９回高知国際版画
トリエンナーレ展

展覧会：10月11日（土）～
11月30日（日）

2014

開催まであと 日

仁淀川　紙のこいのぼり

※散歩中のフンは必ず持ち帰り
　処理をしてください。

いの町上下水道組合    090－9555－6246

軽自動車税　　　　　　　　　　全期

問い合わせ
  高知県中央西福祉保健所　  0889－22－2588
  環境課　　　　　　　　　  893－1160
  吾北総合支所住民福祉課　  867－2300
  本川総合支所住民福祉課　  869－2112

犬･猫に関する相談窓口 今 月 の 納 税

上下水道休日当番

今月の主な内容

平成26年度　いの町人事異動４

税務課だより２
平成26年度吾北・本川地区の狂犬病予防注射を実施します３

あなたも消防団に入団しませんか７

　５月３日（土）～５日（月）、町特産の紙「不織布」に彩色し、工夫を重ねた手作りの水中こいのぼり約300
匹が清流仁淀川（国道33号仁淀川橋下）で遊泳します。仁淀川の豊かな自然を満喫できる行事として、毎年
終日多くの見物客が訪れ、イベントは今年で第20回を迎えます。
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■問い合わせ　税務課    893－1118／吾北総合支所住民福祉課    867－2300／本川総合支所住民福祉課    869－2112

　国民健康保険税は平成23年度に税率・基礎額など
を改正しましたが、医療費の増加などにより健全な財
政運営が困難な状況になり、税率・基礎額などの改正
が必要になりました。国民健康保険事業を将来にわた
り維持していくために必要な改正ですので、ご理解を
お願いします。

　個人県民税（均等割）には、森林環境税500円が含まれています。森林環境税は、「森林環境の保全」のた
めの事業や「県民参加の森づくり」を進めるための事業などに活用されます。

▶目的　東日本大震災復興基本法の理念に基づき、
地方公共団体が実施する防災の施策に必要
な財源確保のための臨時措置として

▶期間　平成26年度から平成35年度までの10年間

▶内容　個人町民税均等割額と個人県民税均等割額
のそれぞれに500円が加算されます。

　身体障害者及び精神障害者に対する軽自動車税減
免申請を受け付けます。対象となるのは、障害者本
人名義（障害者が18歳未満の者、又は精神障害者
にあってはその者と生計を共にする者）の軽自動車
です。申請は必ず5月26日（月）までに済ませてく
ださい。
　なお、障害の等級などにより減免にならない場合

がありますので、詳しくは税務課、各総合支所住民
福祉課までお問い合わせください。
▶注意点
　普通自動車税の減免を受ける方は軽自動車税は減
免になりません。普通自動車税の減免は、県税事務
所での取り扱いになります。

■問い合わせ
　税に関する問い合わせ　　高知県税務課　　　　　  ８２３－９３０８
　使途に関する問い合わせ　高知県林業環境政策課　  ８２１－４５８６

税務課だより

平成26年度から国民健康保険税の税率、基礎額などが改正されます

森林環境税について

軽自動車税の減免申請手続きについて

税制改正に伴い、平成26年度から住民税（町県民税）の均等割額が増額されます

改正前 改正後

個人町民税 3,000円 3,500円

個人県民税 1,500円 2,000円
合　計 4,500円 5,500円

例②国民健康保険加入者1人（40歳）

　所得100万円（給与の場合：給与収入約166万8千円）

　固定資産税なしの世帯の場合

　年税額　139,400円（改正前）→147,200円（改正後）

例①国民健康保険加入者1人（40歳）

　所得33万円以下（給与の場合：給与収入98万円以下）

　固定資産税なしの世帯の場合

　年税額　18,700円（改正前）→20,200円（改正後）

例③国民健康保険加入者2人（共に40歳）

　所得200万円（所得者1人、給与の場合：給与収入約311万6千円）

　固定資産税66,000円の世帯の場合

　年税額　316,500円（改正前）→331,300円（改正後）

課税区分 改正前 改正後 増　加

医療分

所得割 6.7% 7.0% 0.3%
資産割 20.0% 21.0% 1.0%

均等割（1人につき） 21,000円 22,500円 1,500円
平等割（1世帯につき） 15,000円 17,000円 2,000円

賦課限度額 510,000円 510,000円 －

後期
高齢者

支援金分

所得割 2.2% 2.3% 0.1%
資産割 8.0% 8.5% 0.5%

均等割（1人につき） 7,000円 7,000円 －
平等割（1世帯につき） 5,000円 6,000円 1,000円

賦課限度額 140,000円 160,000円 20,000円

介護分 
（40～64歳）

所得割 2.6% 2.6% －
資産割 10.0% 11.0% 1.0%

均等割（1人につき） 9,000円 9,000円 －
平等割（1世帯につき） 5,500円 6,000円 500円

賦課限度額 120,000円 140,000円 20,000円

＜平成26年度国民健康保険税　試算例＞
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　狂犬病予防法により、生後91日以上の
飼い犬は登録（生涯で１回）をし、狂犬
病予防注射を原則として４月から６月の
間に１回接種しなければなりません。平
成26年度集合注射を下記の日程で行いま
すので、後日個別に通知します接種票を
必ず持参して会場にお越しください。下
記日程で接種できない場合は動物病院で
受けてください。

	問い合わせ
　吾北総合支所住民福祉課　  867－2300
　本川総合支所住民福祉課　  869－2112

（本川地区）５月８日（木）
場所、時間については回覧でお知らせします。（本川のみ）

（吾北地区）５月９日（金）

（吾北地区）５月11日（日）

場　　所 接種時間
特別養護老人ホーム吾北荘前 8：50～		9：00
長引集会所前 9：20～		9：25
下八川公民館前 9：35～		9：40
深瀬広場 9：45～		9：50
柿奈呂集会所横 9：55～10：00
町道打木線終点 10：10～10：15
柳野公民館前 10：35～10：45
農道川原田線入口 10：55～11：00

場　　所 接種時間
若宮神社前 9：00～		9：05
上柿薮バス停前 9：10～		9：15
柿薮集会所前 9：20～		9：25
上古江長磯橋前 9：30～		9：35
津賀谷集会所前 9：45～		9：50
中央小学校上広場 10：00～10：05
下寺野バス停前 10：10～10：15
本郷農道入口 10：20～10：25
上大久保防火水槽前 10：35～10：40
中央公民館西側駐車場 10：45～11：00

場　　所 接種時間
新別本村バス停前 11：05～11：10
小川公民館前 11：20～11：30
妙見神社前 13：25～13：30
高樽藤田盛男氏宅上広場 13：45～13：50
川又バス車庫前 14：15～14：20
西津賀才集会所前 14：30～14：35
すぱーく吾北前 14：40～14：55
リバーサイド津賀才前 15：00～15：05

場　　所 接種時間
下八川小学校校門前 11：10～11：20
すぱーく吾北前 11：25～11：35
大久保尋光氏宅横広場 13：15～13：20
西川集会所前 13：30～13：35
中平農道入口 13：40～13：45
川窪集会所前 14：20～14：25
伊守川　川村武夫氏宅横 14：35～14：40
馬路集会所前 14：45～14：50
清水公民館前 14：55～15：05
清水土居集会所前 15：10～15：15

　・注射料金	 ３,１００円

　・登録手数料	 ３,０００円
　　（登録がない犬を飼い始めた場合のみ必要）

　・再登録手数料	 １,６００円
　　（鑑札を紛失した場合のみ必要）

※公益社団法人高知県獣医師会の注射料金改定のため、
平成26年度注射料金が3,100円に変更になりました。

　死亡、転出入、譲渡など、飼い犬や飼い主に異動が
あった場合は速やかに連絡をお願いします。また、飼い
犬の新規登録申請は接種会場でもできますが、混雑を避
けるため、なるべく事前に各総合支所住民福祉課にて申
請をお願いします。

平成26年度吾北・本川地区の狂犬病予防注射を実施します

（平成26年1月～平成26年3月）

入札日 入札方法 工　　事　　名 工事場所 工事担当課 落札金額 落　札　業　者

1月14日 指名競争入札 平成25年度高知西バイパス工事に伴う
天神地区配水管移設工事 天神 上下水道課 25,575,900 株式会社日東水道
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（
平
成
26
年
4
月
1
日
付
）

い
の
町
人
事
異
動

平成26年度

　
【
新
職
名（
旧
職
名
）職
員
名
】

町
長
事
務
部
局

　

課
長
級

技
術
監
理
課
長
兼
建
設
課
長

（
技
術
監
理
課
長
）

	

浜
田　

孝
男

上
下
水
道
課
長（
水
道
事
務
局
併

任
）

（
上
下
水
道
課
長
補
佐
）　川

村　

敏
之

　

課
長
補
佐
級

総
務
課
副
参
事（
財
政
担
当
）

（
総
務
課
財
政
係
長
）

 

山
中　

純
也

税
務
課
長
補
佐
兼
総
務
課
副
参
事

（
訴
訟
担
当
）

（
税
務
課
長
補
佐
）

	

近
藤　

昭
彦

ほ
け
ん
福
祉
課
長
補
佐（
ほ
け
ん

担
当
）

（
ほ
け
ん
福
祉
課
長
補
佐（
ほ
け
ん

担
当
）兼
健
康
づ
く
り
係
長
事
務
取

扱
）

岡
村　

芳
子

ほ
け
ん
福
祉
課
長
補
佐（
福
祉
担

当
）兼
生
活
福
祉
係
長
事
務
取
扱

（
ほ
け
ん
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
長
）

土
居　
　

浩

ほ
け
ん
福
祉
課
副
参
事（
健
康
福

祉
調
整
担
当
）

（
ほ
け
ん
福
祉
課
健
康
福
祉
調
整
係

長
）

	

森
田　

里
香

産
業
経
済
課
長
補
佐
兼
商
工
観
光

係
長
事
務
取
扱

（
税
務
課
徴
収
係
長
） 
 

松
本　

浩
二

技
術
監
理
課
長
補
佐

（
ほ
け
ん
福
祉
課
主
任（
ね
ん
り
ん

ピッ
ク
））

	

尾
﨑　

正
明

上
下
水
道
課
長
補
佐（
水
道
事
務

局
併
任
）兼
上
下
水
道
係
長
事
務

取
扱

（
上
下
水
道
課
水
道
施
設
係
長
）

	

川
村　

明
人

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
長
補

佐
兼
出
納
室
吾
北
分
室
員
兼
ほ
け

ん
福
祉
係
長
事
務
取
扱

（
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
長

補
佐
兼
出
納
室
吾
北
分
室
員
）

	

山
中　

明
美

　

係
長
・
主
監
・
技
監
級

税
務
課
徴
収
係
長

（
農
業
委
員
会
書
記
）

	

北
川　

博
章

ほ
け
ん
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
長

（
ほ
け
ん
福
祉
課
主
幹
）

	

竹
崎　

友
紀

ほ
け
ん
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
長

（
ほ
け
ん
福
祉
課
主
幹
）

	

大
川　

博
之

産
業
経
済
課
技
術
係
長

（
産
業
経
済
課
技
幹
）

	

筒
井　

清
博

建
設
課
技
監
兼
技
術
係
長
事
務
取

扱（建
設
課
技
術
係
長
）

	

尾
﨑　

賢
二

建
設
課
都
市
計
画
係
長

（
建
設
課
主
幹
）

	
中
島　

涼
詞

建
設
課
専
門
員（
事
業
推
進
）兼
技

術
監
理
課
専
門
員（
事
業
推
進
）

（
再
任
用
）

	

井
上　

正
男

上
下
水
道
課
専
門
員（
事
業
推
進
）

兼
技
術
監
理
課
専
門
員（
事
業
推

進
）

（
再
任
用
）

	

和
食　

龍
男

吾
北
総
合
支
所
建
設
課
主
任（
水

道
事
業
）兼
本
川
総
合
支
所
産
業

建
設
課
主
任（
水
道
事
業
）

（
吾
北
総
合
支
所
建
設
課
技
幹
兼

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課
技

幹
）

	

苅
田　
　

浩

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課
土
木

建
設
係
長

（
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課
主

幹
）

	

石
川　
　

晃

　

主
幹
・
技
幹
級

総
務
課
主
幹

（
総
務
課
主
事
）

	

瀧
本　

星
児

総
務
課
主
幹

（
建
設
課
主
幹
）

	

有
澤　

弘
志

総
務
課
付
主
幹

（
税
務
課
主
幹
）

	

戸
梶　

政
人

出
納
室
主
幹

（
町
民
課
主
幹
）

	

松
本　

玲
子

税
務
課
主
幹

（
総
務
課
主
幹
）

	

深
田　

顕
吾

町
民
課
主
幹

（
社
会
教
育
課
主
幹
）

	

近
森
紀
美
子

町
民
課
主
幹

（
総
務
課
主
幹
）

	

島
田　

雅
也

ほ
け
ん
福
祉
課
主
幹

（
税
務
課
主
幹
）

	

西
森
美
佳
江

建
設
課
主
幹

（
技
術
監
理
課
主
幹
）

	

岡
田　

慎
二

技
術
監
理
課
技
幹

（
技
術
監
理
課
技
師
）

	

森
岡　

佐
江

吾
北
総
合
支
所
建
設
課
主
幹

（
吾
北
総
合
支
所
建
設
課
主
事
）

	

岡
田　
　

桂

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課
主
幹

（
技
術
監
理
課
主
幹
）

	

山
中　

友
和

　

主
事
・
技
師
級

総
務
課
主
事

（
上
下
水
道
課
主
事
）

	

村
田　
　

彩

総
務
課
主
事

（
新
採
）

	

尾
﨑　

亮
祐

総
務
課
付
主
事・高
知
県
派
遣

（
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
主

事
）

	

青
木　

達
哉
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総
務
課
付
技
師・高
知
県
派
遣

（
本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課
技

師
）

	

下
元　

清
隆

税
務
課
主
事

（
ほ
け
ん
福
祉
課
主
事
）

	
岸
本　
　

綱

税
務
課
主
事

（
新
採
）

	

髙
野　

愛
美

町
民
課
主
事

（
総
務
課
主
事
）

	

大
野　

浩
平

ほ
け
ん
福
祉
課
主
事

（
税
務
課
主
事
）

	

原
池
雄
一
朗

ほ
け
ん
福
祉
課
主
事

（
新
採
）

	

川
村
由
希
子

産
業
経
済
課
主
事

（
新
採
）

	

中
岡　

正
樹

吾
北
総
合
支
所
国
土
調
査
課
主
事

（
学
校
教
育
課
主
事
）

	

市
川　

慎
也

吾
北
総
合
支
所
建
設
課
技
師

（
建
設
課
技
師
）

	

藤
田　

真
人

吾
北
総
合
支
所
森
林
政
策
課
主
事

（
新
採
）

	

髙
野
紗
斗
美

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課
主
事

（
国
土
調
査
課
主
事
）

	

川
田　

裕
也

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課
技
師

（
吾
北
総
合
支
所
建
設
課
技
師
）

	

中
村　

貴
暁

　

保
健
師

ほ
け
ん
福
祉
課
技
監

（
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
ほ
け

ん
福
祉
係
長
）

	

森　
　

紀
子

ほ
け
ん
福
祉
課
技
幹

（
ほ
け
ん
福
祉
課
技
師
）

	

山
﨑　

和
美

ほ
け
ん
福
祉
課
技
師

（
本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
技

師
兼
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

技
師
）

	
下
川　

優
子

ほ
け
ん
福
祉
課
技
師

（
新
採
）

	

山
脇　

理
紗

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
技
幹

（
ほ
け
ん
福
祉
課
技
幹
）

	

池
知　

真
紀

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
技
幹

兼
吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
技

幹（ほ
け
ん
福
祉
課
技
幹
）

	

有
光　

亜
希

　

看
護
師

偕
楽
荘
看
護
師

（
再
任
用
）

	

森
下　
　

操

　

介
護
員

偕
楽
荘
主
任
介
護
員

（
偕
楽
荘
介
護
員
）

	

中
村　

真
喜

　

調
理
員

総
務
課
付
調
理
員

（
偕
楽
荘
調
理
員
）

	

西
森
さ
や
か

　

出
　
向

教
育
委
員
会
へ
出
向

（
ほ
け
ん
福
祉
課
長
補
佐（
福
祉
担

当
）兼
生
活
福
祉
係
長
事
務
取
扱
）

	

澁
谷　

幸
代

教
育
委
員
会
へ
出
向

（
出
納
室
主
幹
）

	

曽
我
部
知
枝

教
育
委
員
会
へ
出
向

（
新
採
）

	

秋
田　
　

梓

教
育
委
員
会
へ
出
向

（
新
採
）

	
田
村　

真
紀

教
育
委
員
会
へ
出
向

（
新
採
）

	

冨
田　

千
秋

教
育
委
員
会
へ
出
向

（
再
任
用
）

	

吉
良
み
ど
り

水
道
事
務
局
へ
出
向

（
上
下
水
道
課
長
補
佐
兼
上
下
水

道
係
長
事
務
取
扱
）

	

川
村　

敏
之

水
道
事
務
局
へ
出
向

（
総
務
課
主
事
）

	

山
岡　

亜
紀

水
道
事
務
局
へ
出
向

（
新
採
）

	

久
保
田　

卓

選
挙
管
理
委
員
会
へ
出
向

（
産
業
経
済
課
主
事
）

	

林　

慎
太
郎

農
業
委
員
会
へ
出
向

（
町
民
課
主
事
）

	

渡
辺　

智
之

教
育
委
員
会

　

課
長
補
佐
級

学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育

課
長
補
佐

（
ほ
け
ん
福
祉
課
長
補
佐（
福
祉
担

当
）兼
生
活
福
祉
係
長
事
務
取
扱
）

	

澁
谷　

幸
代

　

係
長
・
主
監
・
技
監
級

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長

（
学
校
教
育
課
幼
保
支
援
係
長
）

	

山
中　

昭
典

学
校
教
育
課
総
務
係
長
兼
幼
保
支

援
係
長

（
学
校
教
育
課
総
務
係
長
）

	

松
丸　
　

博

　

主
幹
・
技
幹
級

学
校
教
育
課
主
幹
兼
社
会
教
育
課

主
幹

（
出
納
室
主
幹
）

	

曽
我
部
知
枝

　

主
事
・
技
師
級

学
校
教
育
課
主
事
兼
社
会
教
育
課

主
事

（
学
校
教
育
課
主
事
）

	

福
本　

陽
一

学
校
教
育
課
主
事
兼
社
会
教
育
課

主
事

（
新
採
）

	

秋
田　
　

梓

社
会
教
育
課
主
事
兼
学
校
教
育
課

主
事

（
社
会
教
育
課
主
事
）

	

中
平　

信
明

　

教
　
諭

伊
野
幼
稚
園
教
諭

（
枝
川
保
育
園
保
育
士
兼
枝
川
幼

稚
園
教
諭
）

	

山
岡　

幸
司
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保
育
士

枝
川
保
育
園
主
任
保
育
士

（
八
田
保
育
園
主
任
保
育
士
）

	

横
山　

智
子

川
内
保
育
園
主
任
保
育
士

（
本
川
へ
き
地
保
育
園
保
育
士
）

	

山
中　

見
幸

八
田
保
育
園
主
任
保
育
士

（
吾
北
保
育
園
主
任
保
育
士
）

	

宝
蔵　

美
紀

吾
北
保
育
園
主
任
保
育
士

（
枝
川
保
育
園
主
任
保
育
士
）

	

細
美
眞
里
子

天
神
保
育
園
保
育
士

（
伊
野
幼
稚
園
教
諭
）

	

岡
山　

未
来

天
神
保
育
園
保
育
士

（
新
採
）

	

田
村　

真
紀

枝
川
保
育
園
保
育
士
兼
枝
川
幼
稚

園
教
諭

（
枝
川
幼
稚
園
教
諭
兼
枝
川
保
育

園
保
育
士
）

	

坂
本　

美
佐

枝
川
保
育
園
保
育
士
兼
枝
川
幼
稚

園
教
諭

（
吾
北
保
育
園
保
育
士
兼
吾
北
幼

稚
園
教
諭
）

	

髙
田　

美
紀

枝
川
保
育
園
保
育
士
兼
枝
川
幼
稚

園
教
諭

（
天
神
保
育
園
保
育
士
）

	

岩
﨑　

万
里

吾
北
保
育
園
保
育
士
兼
吾
北
幼
稚

園
教
諭

（
新
採
）

	

冨
田　

千
秋

本
川
へ
き
地
保
育
園
保
育
士

（
天
神
保
育
園
保
育
士
）

	

下
村　

麻
友

　

調
理
員

学
校
教
育
課
付
調
理
員

（
本
川
中
学
校
調
理
員
）

	

上
田　

和
子

枝
川
小
学
校
調
理
員

（
伊
野
中
学
校
調
理
員
）

	

種
田　

由
緒

伊
野
中
学
校
調
理
員

（
枝
川
小
学
校
調
理
員
）

	

中
島　

由
美

本
川
中
学
校
調
理
員

（
本
川
み
ど
り
寮
寮
母
）

	

筒
井　

典
子

枝
川
保
育
園
調
理
員

（
再
任
用
）

	

吉
良
み
ど
り

　

出
　
向

町
長
事
務
部
局
へ
出
向

（
社
会
教
育
課
主
幹
）

	

近
森
紀
美
子

水
道
事
務
局
へ
出
向

（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
）

	

戸
梶
百
合
子

水
道
事
務
局

　

課
長
級

上
下
水
道
課
長（
町
長
事
務
部
局

併
任
）

（
上
下
水
道
課
長
補
佐
兼
上
下
水

道
係
長
事
務
取
扱
）

	

川
村　

敏
之

　

課
長
補
佐
級

上
下
水
道
課
長
補
佐（
町
長
事
務

部
局
併
任
）兼
水
道
施
設
係
長
事

務
取
扱

（
上
下
水
道
課
水
道
施
設
係
長
）

	

川
村　

明
人

　

係
長
・
主
監
・
技
監
級

上
下
水
道
課
水
道
庶
務
係
長

（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
）

	

戸
梶
百
合
子

　

主
事
・
技
師
級

上
下
水
道
課
主
事

（
総
務
課
主
事
）

	

山
岡　

亜
紀

上
下
水
道
課
技
師

（
新
採
）

	

久
保
田　

卓

　

出
　
向

町
長
事
務
部
局
へ
出
向

（
上
下
水
道
課
主
事
）

	

村
田　
　

彩

選
挙
管
理
委
員
会

　

主
事
・
技
師
級

書
記

（
産
業
経
済
課
主
事
）

	

林　

慎
太
郎

農
業
委
員
会

　

主
事
・
技
師
級

書
記

（
町
民
課
主
事
）

	

渡
辺　

智
之

　

出
　
向

町
長
事
務
部
局
へ
出
向

（
書
記
）

	

北
川　

博
章

退
職（
平
成
26
年
3
月
31
日
付
）

建
設
課
長

 

井
上　

正
男

上
下
水
道
課
長

 

和
食　

龍
男

産
業
経
済
課
長
補
佐

 

中
岡　

安
秀

上
下
水
道
課
技
監

 

畠
山　

幸
彦

吾
北
総
合
支
所
森
林
政
策
課
主
事

 

山
本　

悠
斗

川
内
保
育
園
主
任
保
育
士

 

上
田　

輝
美

偕
楽
荘
主
任
介
護
員

 

北
村
由
喜
枝

偕
楽
荘
介
護
員

 

今
村　
　

秀

枝
川
保
育
園
調
理
員

 

吉
良
み
ど
り

ほ
け
ん
福
祉
課
主
幹（
再
任
用
）

 

土
居　
　

晃

枝
川
保
育
園
保
育
士（
再
任
用
）

 

広
瀬
紀
美
子

偕
楽
荘
介
護
員（
再
任
用
）

 

羽
方　

愛
子

伊
野
南
小
学
校
調
理
員（
再
任
用
）

 

上
田　

典
子
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あ
な
た
も
消
防
団
に

入
団
し
ま
せ
ん
か
？

は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
規

模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
同
時

多
発
的
に
広
範
囲
に
被
災
し
ま
す

の
で
、
消
防
署
・
警
察
・
行
政
は

十
分
な
支
援
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
際
、
地
域
に
密
着
し
地
域

防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
は
、
住

民
の
避
難
誘
導
、
水
門
閉
鎖
、
消

火
、
救
助
、
傷
病
者
搬
送
、
行
方

不
明
者
捜
索
、
瓦
礫
撤
去
、
避
難

所
運
営
支
援
、
夜
間
警
戒
な
ど
、

災
害
発
生
初
期
か
ら
長
期
に
わ
た

り
、
地
域
住
民
の
た
め
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　

高
知
県
で
も
今
後
30
年
以
内
に

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
地
震

の
発
生
確
率
は
70
％
程
度
と
年
々

確
率
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

国
、
県
及
び
町
で
も
防
災
対
策

を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
の

こ
と
を
熟
知
し
た
消
防
団
員
の
確

保
は
重
点
施
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
消
防
団
組
織
や
活
動

内
容
に
つ
い
て
、
ご
説
明
し
ま
す

の
で
、
是
非
、
同
級
生
や
友
達
同

士
で
誘
い
合
っ
て
の
消
防
団
入
団

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

消
防
団
っ
て
な
に
？

　

「
消
防
団
」
と
い
う
言
葉
は

知
っ
て
い
る
け
ど
、
「
消
防
署
」

と
は
違
う
の
？
消
防
団
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

非
常
備
消
防

　

「
非
常
備
消
防
」
聞
き
な
れ
な

い
言
葉
で
す
が
、
こ
れ
と
反
対
に

「
常
備
消
防
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
常
備
消
防
と
は
、

消
防
署
や
消
防
士
と
い
っ
た
消
防

業
務
を
専
門
に
行
う
行
政
機
関
や

そ
の
職
員
を
表
す
言
葉
で
す
。

　

一
方
、
「
非
常
備
消
防
」
と
呼

ば
れ
る
消
防
団
は
、
日
常
は
ほ
か

に
職
業
を
持
つ
一
般
住
民
で
あ
る

団
員
で
組
織
さ
れ
、
い
ざ
火
災
な

ど
の
災
害
時
に
出
動
し
、
消
火
・

防
災
活
動
に
あ
た
る
機
関
で
す
。

出
動
し
た
と
き
に
は
、
消
防
署
と

協
力
し
、
消
火
・
防
災
活
動
を
行

い
ま
す
。

消
防
団
の
組
織

　

い
の
町
消
防
団
は
、
旧
町
村
単

位
で
３
方
面
隊
に
分
か
れ
、
各
地

域
単
位
の
分
団
や
部
・
班
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
各

地
域
の
分
団
や
部
・
班
ご
と
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
拠
点
と
し
て
各
地

域
に
消
防
屯
所
が
あ
り
、
消
防
車

を
は
じ
め
消
防
団
活
動
に
必
要
な

資
機
材
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
役
割

（
地
域
防
災
力
の
向
上
）

　

山
間
部
で
の
林
野
火
災
な
ど
は

水
が
な
い
こ
と
か
ら
数
百
メ
ー
ト

ル
も
ポ
ン
プ
で
水
を
中
継
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
消

防
署
だ
け
で
は
、
鎮
火
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
同
時
に
各
地
で
被
害

が
発
生
す
る
た
め
、
消
防
署
・
警

察
署
・
行
政
は
す
べ
て
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
解
決

す
る
地
域
防
災
力
の
向
上
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
消
防
団
は
地
元
の

状
況
な
ど
も
熟
知
し
て
い
ま
す
の

で
、
地
域
防
災
力
の
核
と
し
て
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

消
防
団
っ
て
ど
ん
な

　
活
動
を
す
る
の
？

　

火
災
現
場
へ
の
出
動
を
は
じ
め

そ
の
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

災
害
活
動

　

消
防
団
活
動
の
中
で
も
最
も
重

要
な
も
の
で
す
。

　

火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
、
水

害
時
の
水
防
活
動
な
ど
に
出
動
し
、

災
害
現
場
の
第
一
線
で
消
防
署
の

消
防
士
と
協
力
し
て
災
害
の
防
除

に
あ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
、災
害
時
の
避
難
誘
導
、行

方
不
明
者
の
捜
索
・
救
助
、水
難

救
助
活
動
な
ど
に
も
出
動
し
ま
す
。

予
防
活
動

　

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
重

要
な
活
動
で
す
。

　

年
末
特
別
警
戒
に
よ
る
地
域
の

火
災
予
防
、
町
民
祭
で
の
警
防
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

訓
練
・
教
育
活
動

　

出
動
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
活

動
を
行
う
た
め
に
は
、
団
員
一
人

ひ
と
り
の
消
防
技
術
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

　

消
防
団
で
は
、
各
種
消
防
演
習

や
水
難
救
助
訓
練
、
防
災
訓
練
、

自
主
防
災
組
織
訓
練
な
ど
、
年
数

回
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
入
団
員
に
は
、
消
防

学
校
で
消
防
団
員
と
し
て
必
要
な

知
識
や
技
術
の
習
得
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
地
域
の
自
主
防
災
組
織

の
訓
練
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

仁淀川での水難救助訓練自主防災組織との訓練状況

啓
発
・
広
報
活
動

　

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、

地
域
住
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
地
域
の

保
育
園
や
幼
稚
園
の
園
児
と
の
防

火
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
地
域
行
事
へ

の
参
加
を
通
じ
防
火
意
識
の
啓
発

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
警
察
署
と
協
力
し
て
、
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水
難
事
故
防
止
Ｐ
Ｒ
活
動
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

長沢小学校こども防災キャンプ

消
防
団
の
魅
力
は
？

　

消
防
団
っ
て
大
変
そ
う
！
確
か

に
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
す

ば
ら
し
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
消

防
団
活
動
の
魅
力
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

最
高
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

消
防
団
員
が
出
動
し
た
際
は
、

費
用
弁
償
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
職
務
の
重
責
に
比
べ
れ
ば
少

な
い
額
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
活

動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
要
素
が

強
い
も
の
で
す
。

　

「
義
勇
消
防
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
精
神
で
支
え
ら
れ
て

い
る
の
が
消
防
団
と
い
え
ま
す
。

い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い

　

団
員
の
年
齢
層
は
、
20
代
～
60

代
、
職
業
も
農
業
、
自
営
業
、
会

社
員
、
公
務
員
と
多
種
多
様
で
す
。

　

一
緒
に
様
々
な
消
防
団
活
動
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
町
内
の
い
ろ

ん
な
方
と
知
り
合
い
に
な
る
こ
と

が
で
き
、
交
友
関
係
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
消
防
団
の
魅
力

で
す
。

訓
練
や
出
動
は
？

　

例
え
ば
伊
野
方
面
隊
で
の
訓
練

は
、
月
一
回
の
定
時
通
信
と
資
機

材
点
検
、
春
と
秋
の
演
習
、
５
月

に
水
難
救
助
訓
練
が
主
な
訓
練
内

容
と
な
り
ま
す
。
ま
た
年
末
警
戒

や
町
民
祭
の
警
備
活
動
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
し
て
操
法
大
会
の
あ
る
年
に

つ
い
て
は
、
出
場
す
る
各
分
団
・

部
で
の
操
法
訓
練
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
出
動
で
は
、
火
災
、
大
雨

に
よ
る
水
防
活
動
、
水
難
事
故
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
の
際
、
出
動

要
請
が
あ
り
ま
す
。

団
員
の
身
分
や
待
遇
は
？

　

消
防
団
員
の
身
分
は
、
非
常
勤

の
特
別
職
地
方
公
務
員
と
な
り
ま

す
。

　

費
用
弁
償
と
し
て
、
一
回
の
出

務
に
つ
き
、
５
，
０
０
０
円
支
給

さ
れ
、
年
度
末
に
、
階
級
に
応
じ

て
年
報
酬
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
公
務
中
の
災
害
に
つ
い

て
も
手
厚
い
補
償
が
あ
り
、
退
団

さ
れ
る
際
に
は
、
勤
務
年
数
に
応

じ
て
退
職
報
奨
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
互
助
会
制
度
や

福
祉
共
済
制
度
も
充
実
し
て
い
ま

す
。入

団
の
方
法
は
？

　

町
内
在
住
の
方
で
地
域
で
の
防

火
・
防
災
活
動
に
従
事
し
て
く
れ

る
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

男
女
を
問
わ
ず
18
歳
か
ら
40
歳
く

ら
い
ま
で
の
方
の
入
団
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

入
団
す
る
日
は
い
つ
か
ら
で
も

大
丈
夫
で
す
。

　

入
団
の
申
し
込
み
、
消
防
団
活

動
に
対
す
る
お
問
い
合
わ
せ
に
つ

い
て
は
、

①
地
域
の
各
分
団

②
仁
淀
消
防
組
合
消
防
署
消
防
団
係

 

８
９
３

－

３
２
２
１

③
い
の
町
総
務
課

 

８
９
３

－

１
１
１
３

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

消
防
団
員

　
　
募 

集 

中

５
月
の

消
防
団
行
事
予
定

５
月
９
日
（
金
）

　

仁
淀
消
防
連
合
会
研
修
会

　

（
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
）

５
月
23
日
（
金
）

　

中
央
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

　

総
会

　

（
南
国
市
）

ニュース

第
８
回「
い
の
町
　
太
陽

が
育
む
森
」交
流
活
動

　

太
陽
石
油
（
株
）
と
町
が
締
結

し
た
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
協
定
に
基
づ
き
、
３
月

15
日
、
清
水
程
野
地
区
に
あ
る

「
い
の
町　

太
陽
が
育
む
森
」
交

流
の
森
に
お
い
て
、
太
陽
石
油

（
株
）
関
係
者
の
皆
さ
ん
や
、
高

知
中
央
森
林
組
合
、
県
及
び
町
の

職
員
、
約
50
名
が
参
加
し
て
交
流

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
高
知
中
央
森
林
組

合
の
指
導
に
よ
り
、
ヒ
ノ
キ
林
の

間
伐
を
行
い
ま
し
た
。
林
内
に
は

う
っ
す
ら
と
雪
が
積
も
っ
て
お
り
、

肌
寒
い
間
伐
体
験
と
な
り
ま
し
た

が
、
間
伐
後
の
明
る
く
な
っ
た
林

内
を
見
て
、
皆
さ
ん
、
達
成
感
に

溢
れ
た
表
情
で
し
た
。

　

昼
食
は
、
吾
北
地
区
農
漁
村
女

性
グ
ル
ー
プ
研
究
会
に
よ
る
創
作

田
舎
料
理
を
堪
能
し
ま
し
た
。
午

後
か
ら
は
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作

り
・
木
工
教
室
・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

を
行
い
ま
し
た
。　
　

　

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
で
は
、

完
成
し
た
形
は
様
々
で
し
た
が
、

自
分
で
作
っ
た
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン

の
味
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し

た
。
木
工
教
室
で
は
、
ス
プ
ー
ン
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作
り
に
夢
中
の
大
人
た
ち
を
横
目

に
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
た
ち
で

作
っ
た
竹
と
ん
ぼ
で
楽
し
そ
う
に

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
で
は
、
程
野
に
あ
る

森
林
公
園
を
散
策
し
ま
し
た
。
程

野
の
自
然
の
中
で
、
盛
り
だ
く
さ

ん
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ

早
春
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ニュース

防
火
ふ
れ
あ
い
行
事
開
催

（
吾
北
・
本
川
地
区
の
園
児
が
参
加
）

　

３
月
４
日
、
吾
北
小
学
校
体
育

館
前
広
場
で
、
吾
北
幼
稚
園
、
吾

北
保
育
園
、
本
川
へ
き
地
保
育
園

の
園
児
が
参
加
し
、
恒
例
の
防
火

ふ
れ
あ
い
行
事
が
に
ぎ
や
か
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

防
火
ふ
れ
あ
い
行
事
は
、
小
さ

い
子
ど
も
へ
の
火
災
予
防
啓
発
・

防
火
教
育
を
目
的
に
、
毎
年
春
の

火
災
予
防
運
動
週
間
に
あ
わ
せ
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

園
児
は
、
「
火
遊
び
は
し
ま
せ

ん
」
と
元
気
よ
く
防
火
の
誓
い
を

行
っ
た
後
、
消
防
車
・
救
急
車
へ

の
体
験
乗
車
、
消
防
車
と
の
綱
引

き
、
仁
淀
消
防
署
職
員
の
指
導
に

よ
る
放
水
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、

楽
し
み
な
が
ら
火
災
予
防
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

ニュース

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
が「
仁
淀
川

の
環
境
保
全
」を
支
援

「
四
国
の
水
・
森
に
感
謝
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
収
益
を
寄
付

　

２
月
25
日
、
高
知
県
庁
で
ア
サ

ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社
『
う
ま
い
！

を
明
日
へ
！
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

「
四
国
の
水
・
森
に
、
感
謝
。」

～
第
９
弾
の
寄
付
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
同
社
高
知
支
社
の
小
山
支
社

長
か
ら
仁
淀
川
流
域
７
市
町
村

（
高
知
市
・
土
佐
市
・
い
の
町
・

日
高
村
・
佐
川
町
・
越
知
町
・
仁

淀
川
町
）
で
構
成
す
る
「
仁
淀
川

流
域
交
流
会
議
」
に
寄
付
金
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
対
象

商
品
の
売
り
上
げ
の
一
部
（
ビ
ー

ル
１
本
に
つ
き
１
円
）
を
環
境
保

全
活
動
に
取
り
組
む
団
体
に
寄
付

す
る
と
い
う
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
の
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
で
す
。

　

高
知
支
社
で
も
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
だ
け
で
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
社
員
が
積

極
的
に
参
加
す
る
な
ど
地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
継
続
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

「
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
」
で

は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
河
川

清
掃
活
動
や
間
伐
、
広
葉
樹
の
植

樹
、
清
流
保
全
関
連
イ
ベ
ン
ト
な

ど
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
に
関

す
る
活
動
を
、
こ
の
寄
付
金
を
活

用
し
て
さ
ら
に
充
実
・
拡
大
し
て

い
く
予
定
で
す
。

写
真　

左
か
ら高

知
県　

尾
﨑
知
事

　

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議　

高
知
市　

中
嶋
副
市
長

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
統
括
本
部

　

板
倉
本
部
長

　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
株
式
会
社　

高
知
支
社　

小
山
支
社
長

お   

礼

　

故 

土
居
國
子
様
の
ご
遺
族
か
ら

香
典
返
し
と
し
て
車
椅
子
２
台
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

仁
淀
清
流
苑

お知らせ

ご
み
に
危
険
物
を

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
！

　

最
近
、
ご
み
収
集
中
に
収
集
車

内
で
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ガ
ス
ボ

ン
ベ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
爆
発
事

故
が
あ
り
ま
し
た
。
事
故
が
起
き

る
と
、
作
業
員
や
処
理
施
設
な
ど

に
被
害
を
及
ぼ
す
た
め
大
変
危
険

で
す
の
で
、
必
ず
中
身
を
使
い

切
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
プ

レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
ガ

ス
ボ
ン
ベ
は
風
通
し
の
良
い
場
所

で
穴
を
開
け
、
缶
・
金
物
類
と
し

て
、
ラ
イ
タ
ー
は
不
燃
ご
み
と
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

 

８
９
３

－

１
１
６
０
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お知らせ

水
道
水
以
外
の
水
で
公
共

下
水
道
を
ご
利
用
の
方
へ

　

井
戸
水
や
沢
水
な
ど
の
水
道
水

以
外
の
水
を
使
用
し
、
そ
の
排
水

を
公
共
下
水
道
へ
流
す
場
合
は
、

下
水
道
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
水
以
外
の
水
を
使
用
し
公

共
下
水
道
に
排
水
し
て
い
る
方
で
、

ま
だ
使
用
届
を
出
さ
れ
て
い
な
い

方
や
こ
れ
か
ら
使
用
を
開
始
さ
れ

る
方
は
、
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
速

や
か
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
届
出

・
転
居
や
井
戸
撤
去
な
ど
に
よ
り

使
用
を
中
止
す
る
場
合

・
使
用
者
、
所
有
者
に
変
更
が
あ

る
場
合

・
接
続
後
に
水
道
水
か
ら
井
戸
水

へ
変
更
が
あ
っ
た
場
合
や
水
道

水
と
井
戸
水
を
併
用
す
る
こ
と

に
な
っ
た
場
合

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
係

　

 

８
９
３

－
１
１
６
１

町では、次のとおりごみ収集車・し尿汲取車を売却します。

売 却 物 品

・塵芥処理車　１台
　（外観写真のとおり）
・スタッドレスタイヤ装着
・損傷個所有り（修繕必要）

・塵芥処理車　１台
　（外観写真のとおり）
・損傷個所有り
　（修繕必要）

・し尿汲取車　１台
　（外観写真のとおり）
・損傷個所有り
　（修繕必要）

車 種 三菱ふそう ニッサン ニッサンディーゼル

登 録 年 月 日 平成14年11月 平成13年８月 平成９年７月

最低入札価格 ４５，９００円 ２５，０００円 ７６，８００円

入 札 予 定 日 ６月２日（月） ６月２日（月）

入 札 場 所 伊野公民館
２階会議室

伊野公民館
２階会議室

入 札 説 明 書
交 付 期 間 ５月７日（水）～21日（水） ５月７日（水）～21日（水）

入 札 説 明 書
交 付 場 所 本川総合支所 吾北総合支所

入札参加方法

入札参加申請書に記入し、
５月23日（金）17時までに
本川総合支所住民福祉課
まで提出ください。
※入札への参加は県内
在住の方に限ります。

入札参加申請書に記入し、５月23日（金） 17時までに
吾北総合支所住民福祉課まで提出ください。　
※入札への参加は県内在住の方に限ります。

入 札 物 品
公 開 期 間

５月７日（水）～21日（水）
９：00～17：00まで

（土、日曜日を除く。）

５月７日（水）～21日（水）
９：00～17：00まで

（土、日曜日を除く。）

入 札 物 品
公 開 場 所 本川総合支所 吾北総合支所

問 い 合 わ せ 本川総合支所住民福祉課
 ８６９－２１１２

吾北総合支所住民福祉課
 ８６７－２３００

町有物品売却のお知らせ
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ニ
ュ
ー
ス

お
　
　
礼

募
　
　
集

講
座
・
教
室

お
知
ら
せ

お知らせ

い
の
町
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
利
用（
ご
案
内
）

　

「
い
の
町
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
」
は
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
、
障
害
者
、
地
域
の
誰
も
が

気
軽
に
集
え
る
地
域
福
祉
の
場
で

す
。
ゆ
っ
く
り
と
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
世
間
話
や
情
報
交
換
が
で
き

る
集
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
開
所
時
間　

　

祝
日
を
除
く
毎
週
月
～
金
曜
日

　
　

９
時
～
17
時

▼
事
業
内
容

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
な
ど

の
各
種
催
し

・
吾
北
サ
テ
ラ
イ
ト
事
業

・
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
訪
問
活
動

（
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
な

ど
を
関
係
機
関
に
つ
な
ぐ
）

・
ひ
き
こ
も
り
者
な
ど
へ
の
生
活

支
援
（
パ
ソ
コ
ン
操
作
個
別
指

導
・
電
話
相
談
な
ど
）

▼
そ
の
他　

利
用
料
は
無
料
（
た

だ
し
、
創
作
活
動
の
材
料
費
な
ど

は
実
費
相
当
が
必
要
）

　

団
体
で
の
ご
利
用
の
場
合
は
事

前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

８
９
３

－

５
９
２
０

お知らせ

人
権
擁
護
委
員
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

「
人
権
」
と
は
、
「
人
が
幸
せ

に
生
活
で
き
る
た
め
に
必
要
な
権

利
」
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発

活
動
を
行
っ
た
り
、
法
務
局
や
公

民
館
な
ど
の
公
共
施
設
な
ど
で
、

家
庭
や
職
場
、
地
域
社
会
な
ど
で

差
別
・
セ
ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ
・
い
じ

め
な
ど
の
人
権
相
談
を
受
け
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
悩
ま
ず
お
気
軽
に
法
務

局
又
は
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
無
料
・
秘
密
厳
守
で

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
６
月
２
日
（
月
）
に
特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
場
所　

　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

▼
相
談
時
間

　

10
時
～
15
時

お知らせ

四
国
一
斉
！
12
時
間

電
話
相
談

　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
次
の

と
お
り
12
時
間
電
話
相
談
を
実
施

し
ま
す
。

▼
日
時

　

６
月
２
日
（
月
）

　
　

９
時
～
21
時

▼
電
話
番
号

　

０
１
２
０

－

４し

５こ

９く

－

７な
や

３み

７な
し

▼
相
談
担
当
者

　

人
権
擁
護
委
員

　

法
務
局
人
権
擁
護
課
職
員

▼
取
扱
内
容

　

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い

じ
め
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
家
庭
及
び
近

隣
関
係
な
ど
に
お
け
る
人
権
問
題

に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

▼
そ
の
他

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

 

８
２
２

－

３
５
０
３

お知らせ

く
ら
し
の
悩
み
ご
と

　
　
　
　
　  

相
談
所

　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
弁
護

士
・
司
法
書
士
資
格
を
有
す
る
人

権
擁
護
委
員
に
よ
る
「
く
ら
し
の

悩
み
ご
と
相
談
所
」
を
開
催
し
ま

す
。

▼
日
時

　

６
月
３
日
（
火
）

　
　

10
時
～
16
時

　
　

（
受
付
は
15
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所

　

高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎

　
（
高
知
市
栄
田
町
２

－

２

－

１
０
）

▼
相
談
担
当
者

　

弁
護
士

　

司
法
書
士
資
格
を
有
す
る
人
権

　

擁
護
委
員　

▼
相
談
内
容

　

差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、
い

じ
め
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
家
庭
及
び
近

隣
関
係
な
ど
に
お
け
る
法
律
・
人

権
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

▼
そ
の
他

　

相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

 

８
２
２

－

３
５
０
３

◆	人権擁護委員無料相談のご案内	◆

地区 今月の
相談日 相談時間 開　催　場　所

伊野 5月21日㈬ 13：30～16：30 あったかふれあいセンター
（すこやかセンター伊野内）

◆	法務局相談窓口・問い合わせ	◆
（祝休日を除く月～金曜日　受付 8：30～17：00）

高知地方法務局人権擁護課  822－3503

◆	人	権	擁	護	委	員	の	連	絡	先	◆
氏　名 住　　所 電話番号

杉本　寛子  いの町6466－5  892－2513
尾﨑　正敏  　〃　神谷817  893－5452
藤木　栄子  　〃　天王南9丁目12－2  891－6684
伊藤　義孝  　〃　枝川5  892－2408
髙瀨　科子  　〃　波川610－3  892－3635
曽我　定子  　〃　下八川丙644－1  867－3224
山本　周児  　〃　戸中81－5  873－5422
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ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室

募
　
　
集

お
　
　
礼

お
知
ら
せ

お知らせ

狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

　

わ
な
猟
の
狩
猟
免
許
試
験
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
イ
ノ
シ

シ
や
サ
ル
な
ど
の
鳥
獣
害
に
お
困

り
の
皆
さ
ん
の
受
験
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
高
知
県
鳥

獣
対
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

　

６
月
１
日
（
日
）
10
時
～

▼
試
験
会
場

　

ふ
く
し
交
流
プ
ラ
ザ

　

（
高
知
市
朝
倉
戊
３
７
５-

１
）

▼
申
請
手
数
料

　

５
，
２
０
０
円

※
一
部
免
除
者
は
３
，
９
０
０
円

▼
申
請
書
配
布
場
所

　

高
知
県
鳥
獣
対
策
課
、
い
の
地

区
猟
友
会
（
い
の
町
３
０
３
６
）

▼
申
請
期
間
・
方
法

　

５
月
８
日
（
木
）～
９
日
（
金
）

の
期
間
中
、
い
の
地
区
猟
友
会

（

 

８
９
２

－

１
４
８
２
）
ま
で

持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

　

高
知
県
猟
友
会
に
よ
る
、
わ
な

猟
講
習
会
を
５
月
25
日
（
日
）
９

時
30
分
か
ら
実
施
し
ま
す
。
会
場

は
高
知
県
立
大
学
池
キ
ャ
ン
パ
ス

（
高
知
市
池
２
７
５
１

－

１
）
で
、

受
講
料
は
７
，
０
０
０
円
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
鳥
獣
対
策
課

 

８
２
３

－

９
０
４
２

狩
猟
免
許
取
得
補
助
に
つ
い
て

　

近
年
増
加
し
て
い
る
鳥
獣
に
よ

る
農
林
水
産
物
へ
の
被
害
対
策
と

し
て
、
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
た

め
に
必
要
な
狩
猟
免
許
を
取
得
す

る
際
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
免
許
取

得
後
は
町
内
の
い
ず
れ
か
の
猟
友

会
に
入
会
し
、
町
内
の
有
害
鳥
獣

捕
獲
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
る

者■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

産
業
経
済
課　 

８
９
３

－

１
１
１
５

吾
北
総
合
支
所
産
業
課

 

８
６
７

－

２
３
１
３

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

 

８
６
９

－

２
１
１
５

お知らせ

平
成
25
年
度
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
事
業

　

こ
の
交
付
金
は
、
発
電
用
施
設

の
周
辺
地
域
に
お
け
る
公
共
用
施

設
の
整
備
な
ど
を
促
進
し
、
地
域

住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
発

電
用
施
設
の
設
置
及
び
運
転
の
円

滑
化
に
資
す
る
こ
と
が
目
的
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
保
育
園
（
神
谷
、
吾

北
、
本
川
へ
き
地
保
育
園
）
の
人

件
費
に
活
用
し
ま
し
た
。

▼
事
業
名　

保
育
所
運
営
事
業

▼
交
付
対
象
事
業
費　

２
２
，
３
９
９
，
７
６
４
円

▼
交
付
額２

１
，
９
３
３
，
０
０
０
円

お知らせ
第
３
次
い
の
町
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

　

町
の
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現

の
た
め
の
取
組
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
実
施
す
る
た
め
の
基
本
と

な
る
「
第
３
次
い
の
町
男
女
共
同

参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し

あ
い
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
一

人
ひ
と
り
が
家
庭
・
学
校
・
職

場
・
地
域
な
ど
で
、
個
性
や
能
力

を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
町
で
は
、
基
本
理
念
を

「
誰
も
が
互
い
に
や
さ
し
く
そ
し

て
自
分
ら
し
く
輝
け
る
ま
ち
い
の

町
」
と
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

「
第
３
次
い
の
町
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ン
」
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

 

８
９
３

－

１
１
１
３

お知らせ

い
の
町
災
害
時
医
療
救
護

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ
る
災
害

の
み
な
ら
ず
局
地
的
な
風
水
害
、

土
砂
災
害
、
大
規
模
な
事
故
な
ど

に
備
え
、
町
民
の
生
命
と
健
康
を

守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
医
療
救

護
体
制
と
活
動
内
容
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、「
い
の
町
災
害
時

医
療
救
護
計
画
」
を
２
月
に
策
定

し
ま
し
た
。

　

「
い
の
町
災
害
時
医
療
救
護
計

画
」
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

▼
町
の
医
療
救
護
体
制

〇
災
害
拠
点
病
院
・
救
護
病
院
・

医
療
救
護
所

　

町
立
国
民
健
康
保
険
仁
淀
病
院

　

（
い
の
町
１
３
６
９
番
地
）

〇
仮
設
医
療
救
護
所

　

被
害
状
況
に
よ
り
負
傷
者
が
多

数
発
生
し
た
地
域
に
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
医
療
救
護
所
用
の
備
品
な

ど
は
、
仁
淀
病
院
、
上
八
川
小
学

校
、
本
川
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

計
画
的
に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

ほ
け
ん
福
祉
課

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

８
９
３

－

３
８
１
１

お知らせ

い
の
町
森
林
整
備
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　

森
林
は
、
水
源
の
涵
養
、
災
害

の
防
止
、
環
境
の
保
全
、
木
材
な

ど
の
林
産
物
の
供
給
な
ど
の
機
能

の
発
揮
を
通
じ
て
、
私
た
ち
の
生

活
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
重
要
な
意
義

を
有
し
て
い
る
森
林
を
適
切
に
整

備
し
て
い
く
た
め
、
町
内
の
民
有

林
を
対
象
に
、
「
い
の
町
森
林
整

備
計
画
」
を
３
月
に
策
定
し
ま
し

た
。

　

「
い
の
町
森
林
整
備
計
画
」
は
、

地
域
の
森
林
・
林
業
の
特
徴
を
踏

ま
え
た
森
林
整
備
の
基
本
的
な
考

え
方
や
こ
れ
を
踏
ま
え
た
ゾ
ー
ニ

ン
グ
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
森

林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の
森
林

施
業
の
標
準
的
な
方
法
、
路
網
整

備
の
考
え
方
な
ど
を
定
め
た
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
た
森
林
づ
く
り

の
構
想
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
で

す
。

　

「
い
の
町
森
林
整
備
計
画
」
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

吾
北
総
合
支
所
森
林
政
策
課

 

８
６
７

－

２
３
２
２
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ニ
ュ
ー
ス

お
　
　
礼

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

募
　
　
集

講座・教室
「
い
や
っ
し
～
土
佐
」

教
室
の
ご
案
内

　

い
や
っ
し
～
土
佐
で
は
、
健
康

に
関
す
る
様
々
な
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
や
仲
間

づ
く
り
に
、
教
室
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

【
大
人
の
水
泳
教
室
】（
１
時
間
）

▼
対
象
者

　

医
師
な
ど
か
ら
運
動
の
中
止
又

は
制
限
を
受
け
て
い
な
い
18
歳
以

上
の
方

▼
定
員　

30
名

▼
開
催
期
間　

　

６
月
３
日
～
７
月
29
日

　

（
毎
週
火
曜
日
／
全
８
回
）

※
７
月
22
日（
火
）は
、
休
館
日
の

た
め
開
催
し
ま
せ
ん
。

▼
実
施
時
間　

10
時
30
分
～

※
15
分
前
か
ら
受
付
開
始
で
す
。

▼
講
師　

西
原　

香
理
氏

　
　
　
　

久
保　
　

睦
氏

　
　
　
　

（
水
泳
指
導
員
）

▼
参
加
料　

５
，
６
０
０
円

▼
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
「
い
や
っ
し
～
土
佐
」
の
受

付
に
受
講
料
金
と
一
緒
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

い
や
っ
し
～
土
佐

 

８
５
２

－

７
６
１
８

募　集
平
成
26
年
度
い
の
町
体
育
会
長
杯

ス
カ
ッ
シ
ュ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
出
場
チ
ー
ム
募
集

▼
日
時　

6
月
8
日
（
日
）

　

開
会
式　

9
時
～

▼
場
所

　

県
立
青
少
年
体
育
館
（
天
王
）

▼
参
加
資
格

　

い
の
町
在
住
、
町
内
で
勤
務
さ

れ
て
い
る
方
、
町
内
チ
ー
ム
在
籍

者
で
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
、
招
待

チ
ー
ム
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

チ
ー
ム

（
い
ず
れ
も
チ
ー
ム
全
員
が
18
歳

以
上
と
す
る
。）

▼
参
加
料

　

１
チ
ー
ム
６
０
０
円

（
大
会
当
日
、
受
付
に
て
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。）

▼
部
門

　

女
性
の
部
、
混
合
の
部
（
青
年
、

壮
年
）、
実
年
の
部

▼
申
込
締
切
日

　

5
月
23
日
（
金
）　

17
時
ま
で

▼
申
込
先

　

社
会
教
育
課　

月
～
金
曜
日

　
　

9
時
～
17
時

 

８
９
３

－

２
０
１
２

■
問
い
合
わ
せ

　

い
の
町
体
育
会
ス
カ
ッ
シ
ュ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部　

代
表　

池
畠

 

８
９
３

－

０
１
７
９

　赤ちゃんから高齢者まで、皆さんの健康づくりを応援します！！
　この計画は、まちの主役である町民の皆さんが、「人とのふれあいを大切にし、いきいきと暮らせる」「いいま
ちに暮らしていると実感できる」ことを目指し、「食」「からだ」「こころ」に着目し、健康づくりを推進するため
のものです。
　今月から健康づくり活動について連載します。計画は、町のホームページにも掲載していますので是非ご覧く
ださい。

バランスのとれた食事を
とれているのは５人に１人ながよ

悩みの相談相手
50歳代以上の男性は５人に１人、
相談相手がいないんです

まずは、自分の「食事」や「からだ」、
「こころ」に関心を持つことから
始めよう!!
詳しくは来月からの連載をお楽しみに

からだの不調を50歳代から感じ、
若い人ほど健康診断を受けない傾向
40歳代で検診を受けているのは
４人に１人しかいないのよ

自殺による死亡（SMR）＊

死亡（SMR）＊

100.9
124.1

151.2 146.9

自殺 ■高知県　■いの町

男性 女性

108.8114.5 123.7
153.9

脳血管疾患 ■高知県　■いの町

男性 女性

＊SMR（標準化死亡比）：その年の全国の死亡率を100とした場合の比として算出したもの。
　SMRが110であれば、全国の1.1倍死亡していることを意味する。

どうしたらいいのかしら？

元気でいきいき暮らしたい～の

いの町の健康状態 現在のいの町には、目指す状態と異なる現状があるんだよ・・・

第２期いの町健康増進計画・第１期いの町食育推進計画

を策定しました！

元気でいきいき
暮らしたい～の　No.１
　ほけん福祉課
　　　  ８９３－３８１１
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いの町史編さん室だより（No.21）いの町史編さん室だより（No.21）
　新緑で野山が鮮やかに色付き、ますますカメラを持って出かけたくなる季節となりました。
　「いの町史編さん室だより」は、20回を越え、毎回、町史編さん作業で知り得たことや体験したことなどを町
民の皆さんに紹介しています。町の合併10周年を目標に「いの町史」の編さんの作業を進め、町民の皆さんが参
加する町史づくりを目指しています。町史編さんに役立つと思われる資料・写真などがあれば、是非ご連絡くだ
さい。
　それでは、町史編さんの話をどうぞ。

編さん業務で気付いた 編さん委員　広沢　靖子「撮りたくなるまち」

　各執筆委員が最終執筆に追われ、持ち回りで担当している編さん室
だよりの執筆が事務局にも回ってきました。この原稿を書いている３
月は、年表チェックや口絵写真の確認、集落写真を確認検討する集落
委員会など、執筆の合間に各小委員会を開催し、町史の中身をさらに
充実させ、より良いものにしようと頑張っているところです。何かネ
タはないかと思い巡らしてきたところ、いろいろな面白い出来事の中
で気付いた一つを紹介します。
　先日、集落写真を撮影するために町内のあちこちを巡っていまし
た。その中で、新之丞が斬殺されたという伝説がある成山仏ヶ峠か
らは、太平洋まで一望できます。この写真からは小さくて分かりにく
いですが、手前から順番に、仁淀川橋、仁淀川鉄橋、高知西バイパス

（いの大橋）、八天大橋、高知自動車道の仁淀川橋が仁淀川にかかっていること
が見て取れます。この1枚の写真から、数年前と比べて町が変化していることが
伺えます。また別の日には、「柱状節理」を撮影に旧吾北村柳野へと足を運びま
した。溶岩がつくり出した柱のような形の規則正しい割れ目（柱状節理）は、直
線模様がダイナミックで美しくまさに自然の芸術作品です。編さん業務に携わる
前には、柱状節理が町内にあることも知りませんでした。
　ほかにも、吾北の沈下橋や津賀ノ谷の棚田、本川の大橋ダムなどを撮影したり
する中で、吾北、本川、伊野とそれぞれの地域性があることに気付かされます。
　移りゆく地域の風景や昔から地域に存在する景勝地など、今回紹介した写真以
外にも様々な角度から町内にあるモノ・コトを写真におさめています。その度に
様々な場所で美しいと感じ心癒される情景に何度も出会うことができま
した。暖かく陽気なこの時期にカメラを片手に、もしくは水筒と弁当を
片手に町内のあちこちへと出掛けてみてはどうでしょうか。

問い合わせ・連絡先 社会教育課　町史編さん室（内線31）
 893－ 2012	　		  893－ 2013

いろんな情報
をお待ちして
います。

仏壇・仏具・神棚・神具

いの町新町15（高知銀行斜め前）

tel ０８８－８９３－０１２２
営業時間

午前9時～午後6時

おおくら仏具店
お仏壇・神棚の買い替え・処分・修理、
　また法事のご準備・お位牌の書き換え

なんでもお気軽にご相談ください

●お仏壇の購入をご検討中の方に、仏壇・仏事が分かる「お仏壇の本」を差し上げます

仏壇
仏具

神殿
神具

お香
線香

ろうそく
数珠

八十八箇所
巡拝用品

仏壇
仏具

神殿
神具

お香
線香

ろうそく
数珠

八十八箇所
巡拝用品

成山から見る仁淀川

柱状節理
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南っ子ミュニティでは学校と連携して、あるときは地域の皆さんが学校を、あるときは学校が地域を応
援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。地域、学校がWIN＆WINの楽しい活気の
ある町づくりを目指しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して�

◎２年目の奥田川親水公園
　昨年里親を募集した奥田川沿いの桜が咲きました。夏の間地域の
皆さんが草取りなどのお世話をしてくださったおかげで、子どもた
ちが通学する道すがらきれいな景色を楽しむことができました。散
歩やジョギング中の方もきっと喜んでくださっていたでしょう。
　5 月 18 日の日曜日には小中合同愛校作業があり、そのときにま
た親水公園の草取り作業をする予定です。

◎「放課後体験教室」やっています
　伊野南小学校の空き教室では、地域の活性化を目指し、放課後などに地域の方と子どもたち、そして異年齢
の子どもたち同士との交流の場として「放課後体験教室」を開設しています。講師の方々も、町内の方ばかり
です。子どもたちと地域の方々との触れ合いもとても微笑ましいです。参加者も徐々に増えつつありますが、
大人の方の参加が少ないので、是非一度ご参加ください。見学も大歓迎です。

院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析

●５月の体験教室（予定）　　　参加料　無料　（フラワーアレンジメントは要材料費）

月／日 曜日 時　　間 教　　　室 講　師 場　　所

５月１２日 月 15：30 ～ 16：30 三味線 田村　花枝 中舎・和室

５月１４日 水 15：00 ～ 16：15 ヨ　ガ 味元季代恵 北舎コミュニティＲ

５月２２日 木 15：00 ～ 16：00 将　棋 刈谷　重光 中舎・図書室

５月２２日 木 15：00 ～ 16：00 ダンス 坂本万貴子 南舎・多目的ホール

５月２５日 日 9：30 ～ 12：00 フラワーアレンジメント 岡本　雅子 中舎・家庭科室

５月２８日 水 15：00 ～ 16：30 折り紙 吉良　　文 北舎・図工室

５月２９日 木 15：00 ～ 16：00 将　棋 刈谷　重光 中舎・図書室

５月２９日 木 15：00 ～ 16：00 ダンス 坂本万貴子 南舎・多目的ホール

※日程については変更などがありますので、最新の情報はお問い合わせください。
■ 問い合わせ　伊野南小学校　  892－1121　担当　大嶋、大西
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　いの町の皆さん、こんにちは。１月から仁淀病院で外科医兼副院長として働いております、池内健二です。
いの町の皆さんのためにと高知県医療再生機構のお力添えで東京慈恵会医科大学から参りました。本来は外科
医ですが外来では総合診療科と称して診療を行っています。もちろん外科診療も行っています。
　ところで総合診療科ってご存知ですか？なじみのない方もいらっしゃると思いますので、お話します。皆さ
んも何度となく経験したことがあると思いますが、病院に受診する場合にどの科に受診してよいか分らず悩ん
だことはありませんか？既に病名がはっきりしていて受診すべき科が分かっていれば全く問題はないのですが、
自分の今の症状では、何処に、何科にかかればよいのか分らないということがあると思います。そんな時こそ、
総合診療科があるのです。分らなければ、とりあえず総合診療科を受診してみようということです。
　総合診療科を受診していただいたら、そこで診察、診断を行います。風邪などのような病気であればその場
で薬を処方して診療が終了します。もし、もう少し厄介な病気で、専門医の診察が必要と判断された場合には、
総合診療科より紹介します。院内の先生、場合によってはほかの病院を紹介します。その際必要な検査があれ
ば、あらかじめ総合診療科で検査を行ってその結果で専門の先生に診療していただくこともできます。ほかの
病院へ紹介した後も自宅の近くで薬をもらいたい場合にもご相談に応じられます。専門の施設と連携して継続
診療も行えるということです。
　しかしながら、これでは地域の診療所や開業の先生と同じような仕事をするのかと思われてしまうかもしれ
ませんが、決してそうではありません。地元の先生との連携の上で診療を行うのです。普段は開業の先生に、
それこそ家庭医となっていただいて皆さんの健康管理をしていただきます。当然のことながらそれぞれ専門を
お持ちですのでその分野ではしっかりと治療をしていただき、それでもさらに検査が必要、別の専門医の意見
を聞きたい、あるいは外科的処置が必要だといった場合には仁淀病院、総合診療科を受診していただき、診察
させていただいた上で、その後を検討します。仁淀病院では診療や治療が困難であればさらに大きな病院へ紹
介します。
　そして最終的には家庭医である地元の先生に診療を継続していただきたいのです。もちろん必要とあれば仁
淀病院で継続診療も可能です。これが総合診療科の仕事です。困ったら相談できるところと思っていただいて
もよいと思います。もちろん既にほかの医院、病院で診療を受けている場合には、まずかかっているところに
相談してください。
　もちろん私の専門は外科ですので、総合診療科でそのまま診察、診断、治療、場合によっては手術まで行う
ことができます。最近は手術もだいぶ変化してきています。腹腔鏡といって棒状のカメラをお腹の中に入れて、
さらに何本か鉗子、はさみなどの器具を挿入する穴をあけて、カメラを見ながら手術をするのです。図を見て
いただければ分るように従来の開腹手術では大きくお腹を切り開
いていたので手術後の痛みが相当大変でしたが、腹腔鏡下の手術
では傷が小さくなるため痛みを軽減させることができます。写真
は実際の胃切除術ですが、次の日から水分を取り始めることもで
きるようになり、術後の回復時間が短縮されました。もちろん現
時点では全ての手術が腹腔鏡下手術で行えるわけではありません。
悪い点もあります。よく病気を調べた後に決定します。仁淀病院
では、胆嚢、胃がん、大腸がん、など腹腔鏡下での手術を行える
ようになりました。これは外科の宣伝ですね！
　今後仁淀病院は、地元の先生と連携した診療を行い、より良い
医療体制をいの町で実現できたらと思っています。それには病院
の努力はもちろん近隣の先生のご理解とご協力、そして何より患
者さんやその家族の皆さんのご理解とご協力なくしてはなりませ
ん。総合診療科は月曜日から木曜日に診療を行っています。どう
ぞよろしくお願いします。

仁淀病院からのお知らせ

総合診療科ってご存知ですか？
そして腹腔鏡下手術って知っちゅう？

総合診療科　池内　健二

腹腔鏡下手術（胃切除術）従来の開腹手術（胃切除術）
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土佐警察署からのお知らせ 	土佐警察署　 	852ー0110

警察官Ａ採用試験受験者募集

南海トラフ地震に備えよう　～津波から身を守る～

自転車の交通マナーを高めよう

採用に関する問い合わせは	 土佐警察署　 	852－0110
	 高知県警察本部　警務課人事係　代表	 	826－0110／フリーダイヤル	 	0120－032－376

　高知県警察では、次のとおり警察官の採用募集
を行っています。
　高知の未来のために、あなたの情熱・勇気・やさ
しさを生かしてみませんか？
○試験案内・申込書　配布中
○申込み受付期間　５月22日（木）まで受付中

○第一次試験　７月13日（日）
○受験年齢など
　昭和59年４月２日から平成９年４月１日までに生
まれた人で、学校教育法による４年制大学などを卒
業した人又は平成26年３月までに卒業見込みの人

１　津波を正しく理解しよう
⑴津波の特徴
　○津波が押し寄せてくると、膝上の高さでも、人

は立っていられません。
　○津波の波長（波の山から山までの距離、南海ト

ラフ地震の場合は約50㎞）は長いため、深海
ほど速く伝わり、浅くなれば速度は遅くなりま
すが、波高は高くなる性質があります。

　○第一波が最も大きいとは限らないが、繰り返し
津波は襲ってきます。

⑵津波の脅威
　○津波は川をさかのぼり溢れることがあります。
　○特に、平野部は注意が必要です。東日本大震災

では、平野部で内陸に５㎞以上津波が遡上して
います。

　○須崎湾のようなＶ字湾などでは、津波のエネル
ギーが湾の奥に集中し、波高が高くなることが
あります。

２　津波避難ポイント
『ゆれたら』…揺れたらまず、自分の身を守りましょう。
『とにかく』…揺れが収まったら、津波警報や注意

報の発表を待たず身一つで。
『いそいで』…決められた避難場所へ早く避難しま

しょう。不慣れな土地などで、避難場所が分からな
い場合は、高台やビルなど高いところへ上がりま
しょう。原則、車を使わず急いで逃げてください。

『津波警報などが解除されるまで』…津波は繰り返
し襲ってきます。安全なところに避難したら、津
波警報などが解除されるのをラジオなどで確認
してください。

　自転車は運転免許がいらない手軽さから、子ども
から高齢者まで多くの方が利用している乗り物です
が、交通ルールを無視したり、マナーの悪さが社会
問題になっています。

　県内では、今年に入って自転車利用者による死亡
事故も発生しています。
　自転車を安全・快適に利用するために交通ルール
とマナーを守りましょう。

①自転車は、車道が原則、歩道は例外
例外的に歩道通行ができるのは、
◦「歩道通行可」の標識がある歩道
◦13歳未満の子どもや70歳以上の高齢者
◦内閣府令で定める身体障害者
◦車道又は交通の状況に、やむを得ない

と認められるとき（道路工事や自動車
などの交通量が著しく多い場合や、道
路幅が狭く自動車などと接触する危険
があるなど）

②車道は
　左側を通行

④安全ルールを守る
◆ 飲酒運転・二人乗り・並進は

禁止
◆ 交差点での信号遵守と一時

停止・安全確認
◆ 夜間はライトを点灯

③歩道は歩行者優先で、
　　　　　車道寄りを徐行

⑤子どもは
　ヘルメットを
　着用
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の
ぞ
み
教
室 

◆ 

宿
泊
訓
練

　

９
月
に
室
戸
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
１
泊

２
日
で
宿
泊
訓
練
に
行
き
ま
し
た
。
１

日
目
は
体
育
館
で
仲
間
づ
く
り
活
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
様
々
な
種
類
の
自
転

車
に
乗
っ
た
り
、
森
の
中
の
ア
ス
レ
チ
ッ

ク
で
の
活
動
だ
っ
た
り
と
、
体
を
動
か
す

活
動
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。
夜
は
お

楽
し
み
会
で
、
そ
の
日
ま
で
の
ぞ
み
教
室

で
練
習
を
し
て
い
た
よ
さ
こ
い
踊
り
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、

風
の
影
響
も
あ

り
ま
し
た
が
、

オ
ー
シ
ャ
ン
カ

ヤ
ッ
ク
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ペ
ア
に

な
っ
た
相
手
と

息
を
合
わ
せ
て
、

カ
ヤ
ッ
ク
を
漕

い
だ
り
、
勇
気
を
出
し
て
海
に
飛
び
込
ん

だ
り
、
海
の
活
動
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

◆ 

体
育
祭

　

10
月
に
の
ぞ
み
教
室
で
体
育
祭
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
教
育
委
員
会
の
方

や
各
学
校
の
先
生
方
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
人

も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
り
、
２
チ
ー
ム
に

分
か
れ
て
様
々

な
競
技
を
行
い

ま
し
た
。
障
害

物
競
走
や
、
台

風
の
目
、
大
玉

転
が
し
、
綱
引

き
な
ど
、
同
じ

チ
ー
ム
メ
イ
ト

と
協
力
し
、
汗

を
流
し
ま
し
た
。

◆ 

音
楽
祭

　

12
月
25
日
に
行
っ
た
音
楽
祭
で
は
、
全

員
で
合
奏
「
鳥
の
人
～
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ

カ
よ
り
～
」
と
合
唱
「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

個
人
の
得
意
と
す
る
ダ
ン
ス
や
歌
、
よ
さ

こ
い
踊
り
の
発
表
も
し
ま
し
た
。
休
み
時

間
や
、
空
き
時
間
に
何
度
も
繰
り
返
し
練

習
し
、
本
番
当
日
は
練
習
の
成
果
を
充
分

に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
関

係
機
関
の
先
生
方
や
、
保
護
者
の
方
々
に

も
普
段
と
違
う
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
子
ど

も
た
ち
の
様
子

を
参
観
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
卒
業

生
の
参
加
も
あ

り
、
い
っ
そ
う

盛
会
に
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

枝
川
幼
稚
園

◆ 

Ａ
Ｌ
Ｔ
ガ
イ
先
生
と
の

楽
し
い
ひ
と
時
!!

　

待
ち
に
待
っ

た
ガ
イ
先
生
が

来
て
く
れ
ま
し

た
。

「
グ
ッ
ド
モ
ー

ニ
ン
グ
」
の
挨

拶
か
ら
楽
し
い

ひ
と
時
が
始
ま

り
ま
し
た
。
保

育
園
の
お
友
達

も
一
緒
に
、
『
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
』
の

歌
を
歌
っ
た
り
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
お

じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
呼
び
方
や

カ
バ
ン
や
傘
な
ど
身
の
回
り
の
物
の
名
前

を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
誕
生
会
に
も
ガ
イ
先
生
が
参
加
。

『
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
ト
ゥ
ー
ユ
ー
』

の
歌
を
一
緒
に
歌
っ
て
お
祝
い
を
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
は
と
組
さ
ん
が
、
枝
川
幼

稚
園
創
立
以
来
続
い
て
い
る
ひ
な
祭
り
の

踊
り
を
踊
り
ま
し
た
。

　

幼
稚
園
保
育
園
の
お
友
達
が
た
く
さ
ん

集
ま
っ
て
、
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。

◆ 
じ
ゃ
が
芋
の植え

付
け
を
し
ま
し
た
!!

　

Ｊ
Ａ
コ
ス
モ
ス
伊
野
支
部
の
お
兄
さ

ん
た
ち
に
お
世
話
に
な
り
、
４
歳
児
と

３
歳
児
が
じ
ゃ
が
芋
の
植
え
付
け
を
し

ま
し
た
。
マ

ル
チ
を
張
っ

た
土
の
中
に

じ
ゃ
が
芋
植

え
用
の
器
具

を
使
っ
て
植

え
て
い
き
ま

し
た
。
隣
の

畝
で
大
き
く

な
っ
て
い
る
玉
ね
ぎ
と
一
緒
に
収
穫
し
、

自
分
た
ち
で
お
料
理
を
し
て
カ
レ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
を
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
「
お
お
き
く
な
～
れ
！
お
い
し
く

な
～
れ
」

◆ 

た
ん
ぽ
ぽ
の
お
か
あ
さ
んあり

が
と
う

　

枝
川
幼
稚
園
に
は
お
母
さ
ん
方
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
た
ん

ぽ
ぽ
の
お
か
あ
さ
ん
」
が
あ
り
ま
す
。
月

に
２
回
、
降
園
前
に
、
手
遊
び
や
ク
イ
ズ
、

そ
し
て
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
楽
し
い

ひ
と
時
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
今
回
は
、

幼
稚
園
の
子
ど

も
た
ち
み
ん
な

が
集
ま
っ
て
楽

し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

最
後
は
レ
ッ
ツ

ゴ
ー
♪
『
な
め

こ
ダ
ン
ス
！
』

♪

学 校 通 信
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吾
北
小
学
校 

◆ 
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
推
進
委
員
会

　

12
名
の
委
員
・
児
童
代
表
・
担
当
教

諭
・
教
頭
・
校
長
が
出
席
し
て
、
学
校
の

取
組
や
地
域
へ
の
お
願
い
、
地
域
の
情
報

な
ど
を
話
し
合
う
会
を
、
学
期
毎
に
年
間

３
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
が
き
っ

か
け
で
始

ま
っ
た
取
組

も
あ
り
、
学

校
だ
け
で
は

難
し
い
取
組

も
地
域
の
力

を
お
借
り
す

る
こ
と
で
実

現
で
き
て
い

ま
す
。

◆ 

プ
ル
タ
ブ
収
集

　

昨
年
、
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
推
進

委
員
会
」
で
委
員
か
ら
、
吾
北
中
学
校

や
追
手
前
高
校
吾
北
分
校
が
取
り
組
む
プ

ル
タ
ブ
収
集
を
一
緒
に
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
早
速
、
吾
北
中
学
校
に
お
願
い
し
た

り
、
児
童
計
画
委
員
で
話
し
合
っ
た
り
し

て
、
全
校

で
取
り
組

む
こ
と
に

し
ま
し
た
。

 

校
内
だ

け
で
な
く
、

「
柳
野
ふ
れ
あ
い
の
里
」
や
「
中
央
公
民

館
」
に
も
収
集
箱
を
置
か
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
地
域
の
方
も
集
め
て
く
だ
さ
り
、

わ
ざ
わ
ざ
学
校
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
１
年
間
集
め
た
プ
ル
タ

ブ
は
、
３
月
に
吾
北
中
学
校
へ
届
け
ま
す
。

自
分
た
ち
の
小
さ
な
力
が
い
つ
か
車
い
す

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
ま
す
。

◆ 

ふ
れ
あ
い
デ
ー

　

地
域
の
方
に
学
校
へ
来
て
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
過
ご

す
「
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」
は
、
学
校
か
ら

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
推
進
委
員
会
」

で
提
案
し
、
委
員
の
賛
同
を
得
て
３
年
前

か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
民
生
委

員
が
中
心
に
な
っ
て
計
画
し
て
く
だ
さ
り
、

物
作
り
や
行
事
へ
の
参
加
な
ど
学
期
に
２

～
３
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
の

は
、
物
作
り
で
す
。
６
月
は
七
夕
飾
り
、

12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
、
２
月
は
お
ひ

な
様
作
り
を
し
ま
し
た
。
「
ど
ん
な
飾
り

に
し
よ
う
？
」
「
こ
こ
は
ど
う
や
っ
て

作
る
が
」
な
ど
、

相
談
に
の
っ
て

も
ら
い
な
が
ら

作
り
ま
す
。
毎

回
、
会
場
の
図

書
室
は
子
ど
も

た
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
す
。

学 校 通 信

い
の
町
上
水
道

水
質
検
査
結
果

平成26年3月分 鎌　田　水　系 南上水水系・公園町水系
単位 基準値 池ﾉ内地区 天神地区 枝川地区 天神地区 枝川地区

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 0 1 0 1
大腸菌 － 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 3.5 3.3 3.5 4.8 3.2 
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.1 7.1 7.2 7.1 7.6

味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
臭　　気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

法
令
外

鉛、化合物 mg/L 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
鉄、化合物 mg/L 0.3以下 0.03未満 0.03未満 0.03未満
マンガン mg/L 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満

※いの町公式ホー
ムページにも掲
載しています。
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第６回高知国際版画トリエンナーレ展（2005年3月12日～4月17日）

５ 月 ・ ６ 月 の 催 し 物

ホームページがリニューアルし
ました。是非ご覧ください。
http://kamihaku.com/

○第６回カンアオイと山野草展
　開催中～５月６日（火）16：00まで
　カンアオイ保存会の展示会です。

山野草100点・カンアオイ150点を
展示販売します。

○第２４回いの町和紙ちぎり絵サークル展
　開催中～５月６日（火）16：00まで
　多くの方に、ちぎり絵の楽しさや

和紙のすばらしさを知っていただ
こうと、ちぎり絵作品約40点を展
示します。土佐和紙独特の繊維の
長さや、重ね合わせることで生ま
れる色のニュアンスを巧みに生か
す高度な技術には目を見張るもの
があります。土佐和紙の魅力と作
家の個性が織りなす「ちぎり絵」
の世界をお楽しみください。

▪	土佐和紙ちぎり絵体験教室	▪
　実施日　5月3日㈯･4日㈰･5日㈪
　時　間　10：00～15：00
　参加料　１００円（はがき）
　　　　　２５０円（紙ざる）

○桂月会石展
　５月９日（金）～５月１１日（日）16：00まで
　桂月会の展示会です。自然にやさ

しく、見る人の心を癒す石約35点
を展示販売します。

○第２７回初夏の山野草展
　５月１６日（金）～５月１８日（日）16：00まで

　いの町山野草保存会の展示会で
す。山野草・野生蘭・シダなど300
点を展示販売します。

○第８回山アジサイと山野草展
　５月２２日（木）～５月２９日（木）16：00まで
　山アジサイ保存会の展示会です。

山アジサイ・野生蘭・山野草250点
を展示販売します。

○第７回いの美術展
　６月１０日（火）～６月２２日（日）15：00まで
　紙の町いの町から新しい文化・芸

術活動を興す取組です。新進作家
の登竜門として紙工芸・写真・書
道・絵画・工芸、立体の６部門を募
集し、その入選作品約150点を、紙
の博物館に展示します。

　問い合わせ
　いの美術展実行委員会事務局
　  ０９０－９５５４－８８３３

紙を材料に制作した作品を大募集！

○第２９回紙とあそぼう作品展
　作品募集　７月１日（火）～７月８日（火）
　小学生以下の部、中学生以上の部

（大学生専門学校生まで）があり、
個人・団体を問わずご応募いただ
けます。全応募作品を紙の博物館
に展示します。たくさんのご応募
をお待ちしています。

ギャラリー・コパ
 893-1200

●開館時間　9:00～17:00

○夏の和布展
　４月２６日（土）～５月５日（月）
　土佐市、浪漫堂の展示会です。人

気の和布素材で、一点一点手作り
した着心地の良い生活着を中心に
帽子やバッグ、アクセサリーなど約
300点を展示販売します。

○親子三代手作り展
　５月９日（金）～５月１２日（月）
　高知市の100歳になられた浜田辰位

さんは和紙で作った創作人形を展
示され、娘さんの森元礼子さんとお
孫さんの比奈岡正子さんは、古布や
着物などをリメイクした洋服や袋物
等、約200点を展示販売します。

○シルバー花工房　手づくり展
　５月１６日（金）～５月１８日（日）
　須崎市のシルバー人材センターの

会員10名による「シルバー花工房」
の展示会です。会員が培った知識
や技術を生かして作製した木工製
品、竹細工、こけ玉、山野草や寄せ
植えの鉢、手提げ袋など合わせて
約300点を展示販売します。

○私たちの展示会
　「あばうとやねえ。草

そう

・装
そう

・爽
そう

」
　５月２４日（土）～５月２８日（水）
　いの町の軸友会の仲間６名による

展示会です。絵や書、手ぬぐいを
使って、それぞれの個性を表現して
作った軸装や屏風など、合わせて約
50点を展示します。表装の美を目指
して作った作品を是非ご覧ください。

○ビーズアクセサリー＆手づくり展
　５月３１日（土）～６月６日（金）
　手づくり仲間の展示会です。趣味で

楽しみながら作った、色とりどりのビー
ズやガラス玉で作ったアクセサリーな
どのほか、日々 楽しめる可愛い洋服
や手提げバッグなどの小物類、合わ
せて約600点を展示販売します。

○初夏待ち・お洒落ハンドメイド展
　６月８日（日）～６月１１日（水）
　南の風グループの手作り愛好家４人

による展示会です。ちょっとお洒落な
普段着をテーマに天然素材・着物
素材の洋服・布小物類・アクセサリー、
染タペストリーや着物・帯など約200
点を展示販売します。

主催：土佐和紙国際化実行委員会（事務局:いの町紙の博物館内）
第９回審査会：   ５月２４日（土）～  ５月２５日（日）
第９回展覧会：１０月１１日（土）～１１月３０日（日）

高知国際版画トリエンナーレ展あれこれ

　第６回展は、過去８回の展覧会の中で応募者数の最多を記録しました。
　参加国数も第１回展の1.5倍となり、その内訳はアメリカ、カナダ、メキシコ、中国、アル
ゼンチン、ポーランド、インドのほかアフリカ諸国にも及び、それぞれのレベルも非常に
高いものとなりました。
　この回では、表現と技術に加えて支持体としての紙にも視点をあてた審査が一つの特
徴となりました。また、新しく「日和崎尊夫賞」が設けられました。

作品名　―人―Ⅱ
作家名　作田　富幸
国　名　日本
技　法　銅版

作品名　淑（しとやか）
作家名　野﨑阿樹子
国　名　日本
技　法　木版

作品名　steering-Ⅱ
作家名　田島　直樹
国　名　日本
技　法　銅版

◇応募者総数：1,515人 
◇応募作品総数：3,558点
◇応募国（地域）数：73
◇入賞作品：18点
　入選作品：185点

～第６回大賞～ ～土佐和紙賞～ ～日和崎尊夫賞～

紙の博物館
 893-0886

●開館時間　9:00～17:00
●休 館 日　毎週月曜日
 （ただし、5月5日（月）は開館し、
　 5月7日（水）は休館します。）

※日和崎氏（1941～1992年）は、高知県の生んだ偉大な作家で、近代日本版画における木口木版の先駆者的な存在でした。
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友
草　

水
月 

選

「
当
季
雑
詠
」

歩
道
橋
行
く
子
も
今
日
で
卒
業
す大

川　

節
弥

（
評
）作
者
の
家
の
近
く
に
あ
る
歩
道
橋
を
渡
っ

て
行
く
子
ど
も
が
い
る
。あ
ゝ
今
日
は
近
く
の

小
学
校
の
卒
業
式
で
あ
っ
た
な
あ
。今
歩
道
橋

を
渡
っ
て
行
く
子
は
、今
日
卒
業
し
た
子
に
違

い
な
い
、き
っ
と
そ
う
だ
ろ
う
。通
学
で
あ
の
子

は
も
う
渡
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
と
見
送
っ
て

い
る
作
者
で
あ
る
。卒
業
の
季
語
は
喜
び
と
淋

し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

○ 

校
塔
に
鳩
多
き
日
や
卒
業
す

中
村
草
田
男

新
し
き
花
壇
に
運
ぶ
春
の
土

田
蔦
恵
美
子

（
評
）作
者
は
花
が
好
き
で
あ
る
。温
か
く
な
っ

て
き
た
の
で
、い
ろ
い
ろ
の
花
を
植
え
よ
う
と

新
し
い
花
壇
に
春
の
土
を
運
ん
で
い
る
の
で
あ

る
。ど
ん
な
花
を
植
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。自
分

で
丹
精
こ
め
て
育
て
た
花
は
美
し
く
心
を
癒
し

て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

い
そ
い
そ
と
土
を
運
ん
で
い
る
姿
が
見
え
る

よ
う
で
あ
る
。私
も
花
が
好
き
で
、庭
や
鉢
植
え

で
楽
し
ん
で
い
る
。今
は
君
子
蘭
、ビ
オ
ラ
、ゼ

ラ
ニ
ュ
ー
ム
が
満
開
で
あ
る
。

○ 

子
が
植
え
て
水
や
り
過
ぎ
の
ク
ロ
ッ
カ
ス

稲
畑　

汀
子

持
病
薬
飲
む
も
日
課
や
水
温ぬ
る

む竹
崎　

光
子

（
評
）中
高
年
に
な
る
と
い
ろ
い
ろ
な
病
気
が
で

て
く
る
。元
気
な
よ
う
で
も
病
気
の
予
防
や
治

療
の
た
め
薬
を
飲
ん
で
い
る
。作
者
も
毎
日
の

炊
事
、洗
濯
と
同
じ
よ
う
に
薬
を
飲
む
の
も
日

課
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。春
に
な
っ
た
が
薬
を

飲
み
な
が
ら
も
精
一
杯
生
き
よ
う
と
思
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

最
近
は
薬
の
飲
み
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、錠

剤
、粉
薬
を
一
袋
に
ま
と
め
朝
食
後
、昼
食
後
、

夕
食
後
な
ど
と
記
入
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

か
く
言
う
私
も
薬
の
服
用
は
日
課
の
一
つ
で

あ
る
。

　
「
水
温ぬ

る

む
」は
春
の
季
語
で
暖
か
い
日
射
し
と

な
っ
て
水
が
温
か
く
な
り
水
面
も
明
る
く
感
じ
る
。

○ 

鎌
を
研
ぐ
母
ふ
る
さ
と
に
あ
り
水
温
む

北　
　

光
星

蝌か

蚪と

の
国
動
か
し
て
お
り
ぬ
棒
の
先小

野
川
町
子

（
評
）水
溜
ま
り
や
田
の
溝
に
産
卵
さ
れ
た
蛙
の

卵
が
孵ふ

化か

し
て
小
さ
な
尻
尾
を
振
っ
て
泳
い
で

い
る
。そ
の
群
れ
の
中
を
棒
の
先
で
突
っ
つ
い
た
。

不
意
の
こ
と
に
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
は
驚
い
て
散
っ

て
し
ま
っ
た
。棒
の
先
で
蝌
蚪
の
国
に
動
乱
を
起

こ
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

自
然
一
杯
の
中
で
育
っ
た
幸
を
感
じ
る
句
で

あ
り
、国
を
動
か
し
た
と
言
う
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る

表
現
で
あ
る
。

　

蝌
蚪
の
蝌
も
蚪
も
杓

し
ゃ
くの
形
を
し
た
生
物
の
意

味
で
蛙
の
幼
生
の
お
玉た

ま
じ
ゃ
く
し

杓
子
を
言
う
。

○ 

川
の
底
に
蝌
蚪
の
大
国
あ
り
に
け
り

村
上　

鬼
城

　　二
句
抄

積
木
減
り
春
風
抜
け
る
薪
小
屋 

岡
村　

嘉
夫

時
計
ま
で
遅
れ
て
い
た
よ
春
の
朝

消
し
ゴ
ム
が
転
が
っ
て
ゆ
く
春
隣 

間　
　

浩
太

花
び
ら
の
筏
と
な
る
ま
で
待
っ
て
お
り

蕗
の
薹
ミ
ニ
札
所
へ
杖
を
つ
く 

片
岡　

包
女

黄
水
仙
咲
い
て
日
当
る
札
所
仏

千
枚
田
一
枚
毎
の
春
の
畦 

竹
崎
た
か
ひ
ろ

白は

木く

蓮れ
ん

の
祈
る
形
に
仏
抱
く

血
圧
は
正
常
値
な
り
風
光
る 

伊
藤　

萩
甫

仁
淀
川
春
が
ど
こ
か
に
来
て
お
り
ぬ

初
音
聞
く
一
人
歩
き
の
歩
を
止
め
て 

川
村　

博
子

紫
の
す
で
に
風
呼
ぶ
花
大
根

手
造
り
の
カ
ッ
プ
の
重
き
春
の
雷	

津
田　

久
美

春
寒
し
呼
出
し
音
の
鳴
る
ば
か
り

春
め
き
し
鼻
唄
ま
じ
り
足
ま
か
せ	

森
岡　

照
月

啓
蟄
や
心
も
体
も
と
び
は
ね
り

古
雛
由
緒
語
り
て
店
飾
る	

大
川　

節
弥

蕗
畠
み
な
土
と
化
し
静
か
な
り	

田
蔦
恵
美
子

啓
蟄
や
我
も
目
覚
め
て
動
き
出
し	

小
野
川
町
子

山
椿
紅
ほ
つ
ほ
つ
と
人
逝
き
し	

竹
崎　

光
子

渓た
に

川
の
音
の
中
な
る
猫
柳	

友
草　

水
月

春
寒
や
蔵
の
白
壁
陽
を
返
す

　
　

名　

句　

鑑　

賞 

水
月　

よ
く
見
れ
ば
薺
花
咲
く
垣
根
か
な 

松
尾　

芭
蕉

　

よ
く
見
る
と
垣
根
に
薺
の
花
が
咲
い
て
い
る

と
な
ん
で
も
な
い
よ
う
な
庭
先
の
景
色
で
あ
る
。

　

芭
蕉
と
い
う
と「
わ
び
」「
さ
び
」と
旅
か
ら
旅

に
生
き
た
俳
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。野

ざ
ら
し
紀
行
の
旅
を
終
え
、次
の
鹿
島
紀
行
に

出
る
ま
で
約
２
年
江
戸
で
の
生
活
を
し
た
こ
ろ

の
作
品
と
言
わ
れ
る
。

　

薺
は
春
の
七
草
の
一
つ
で
ペ
ン
ペ
ン
草
と
も

言
わ
れ
種
が
三
味
線
の
撥ば

ち

の
形
を
し
て
い
て
、

白
く
小
さ
な
地
味
な
花
を
早
春
に
咲
か
せ
る
。

　

芭
蕉
は
落
ち
着
い
た
日
常
生
活
の
中
で
、ふ

と
垣
根
に
咲
い
て
い
る
薺
の
小
さ
な
花
を
見
つ

け
た
。芭
蕉
の
穏
や
か
な
温
か
い
眼
差
し
を
感

じ
さ
せ
る
句
で
あ
る
。

い
の
流
水
俳
壇

次　
　

題　
「
当
季
雑
詠
」
五
句

締
め
切
り　

毎
月
五
日

投
句
先

　

社
会
教
育
課　
　
　

い
の
町
３
５
９
７

 
８
９
３

－

２
０
１
２

こ
ど
も
川
柳
年
間
優
秀
作
品

平
成
25
年
度

■
最
優
秀　
　

し
ん
ご
う
で
　
青
に
な
っ
て
も
　
右
左

川
内
小
４
年　

西
内　

琴
音

（
評
）信
号
が
青
に
な
っ
て
も
右
と
左
を
確
か
め
て
渡
る
４

年
生
。日
ご
ろ
か
ら
先
生
、お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
言
わ
れ

る
こ
と
を
素
直
に
聞
く
良
い
子
。今
の
気
持
ち
を
大
切
に

育
って
ほ
し
い
で
す
。

■
優
秀

あ
や
ま
る
と
　
ぼ
く
の
心
は
　
花
ば
た
け

　

伊
野
小
５
年　

井
上　

英
人

（
評
）ご
め
ん
な
さ
い
が
素
直
に
言
え
る
こ
と
は
と
て
も
大

切
、素
直
な
子
ど
も
の
心
が
う
れ
し
く
な
る
。ご
め
ん
な
さ
い

と
言
っ
た
後
の
気
持
ち
を
花
ば
た
け
と
よ
ん
で
い
る
井
上
君

が
ま
わ
り
の
人
を
嬉
し
く
さ
せ
て
く
れ
る
。あ
り
が
と
う
。

へ
る
め
っ
と
　
ぼ
く
の
だ
い
じ
な
　
お
と
も
だ
ち

川
内
小
１
年　

千
田　

美
海

（
評
）交
通
量
の
激
し
い
時
代
、通
学・通
園
時
、防
災
に
外

す
こ
と
は
で
き
な
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
あ
る
。生
活
の
中
で
の

大
切
な
お
友
達
で
あ
る
。毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、思
っ
た

こ
と
を
感
じ
た
ま
ま
に
つ
く
る
川
柳
が
素
敵
で
す
ね
。

■
入
選

ポ
イ
す
て
は
　
あ
な
た
の
心
　
よ
ご
し
て
る

伊
野
小
３
年　

塩
田
ふ
う
か

春
が
来
た
　
さ
く
ら
ち
っ
て
も
　
春
は
春

長
沢
小
３
年　

山
﨑　

光
樹

つ
ら
い
こ
と
　
た
の
し
い
こ
と
に
　
か
え
よ
う
よ

川
内
小
３
年　

宮
脇　

大
耀

あ
い
さ
つ
は
　
人
の
心
を
　
い
や
し
ま
す

川
内
小
３
年　

古
谷
ね
い
ろ

か
み
さ
ま
は
　
い
つ
も
み
ん
な
を
　
よ
く
み
て
る

川
内
小
２
年　

さ
か
も
と
こ
こ
あ

カ
レ
ン
ダ
ー
　
ど
ん
ど
ん
う
す
く
　
な
っ
て
き
た

川
内
小
４
年　

筒
井　

咲
希

友
だ
ち
と
　
け
ん
か
し
た
っ
て
　
友
だ
ち
だ

伊
野
小
４
年　

さ
わ
村
ゆ
き
の

太
陽
が
　
ぎ
ら
ぎ
ら
て
ら
す
　
暑
い
夏

長
沢
小
４
年　

川
村
み
ず
ほ

あ
い
さ
つ
で
　
心
も
町
も
　
ピ
ッ
カ
ピ
カ

川
内
小
３
年　

松
岡　

り
ん

※「
こ
ど
も
川
柳
」は
町
内
全
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
募
集
し
て
い
ま
す
。26
年
度
初
回
提
出
締
め
切

り
は
５
月
12
日（
月
）で
す
。た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
応
募
は
各
小
学
校
を
通
じ
て
お
願
い
し
ま
す
。）

※
選
評
は
、川
柳
漣
会
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
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図書館では書籍だけではなく、
雑誌も貸し出しができます。
最新号は閲覧のみです。

新しく入った本　下記のほかにもあります。
【小説】

・紅花染め秘帳（平岩　弓枝 著／講談社）
・長女たち（篠田　節子 著／新潮社）
・カレイドスコープの箱庭（海堂　　尊 著／宝島社）
・スタンダップダブル！２（小路　幸也 著／角川春樹事務所）
【児童】

・ひそひそ森の妖怪（富安　陽子 作　山村　浩二 絵／理論社）
・ホメーロスのオデュッセイア物語　上・下（ホメーロス原作／岩波書店）
・朝日ジュニア学習年鑑2014（朝日新聞出版）
・へっこきあねさ（長谷川摂子 文　荒井　良二 絵／岩波書店）
【ノンフィクション・その他】

・棚田の歴史（吉村　豊雄 著／農山漁村文化協会）
・皿の中に、イタリア（内田　洋子 著/講談社）
・英傑の日本史　敗者たちの幕末維新編（井沢　元彦 著／KADOKAWA）
・証言記録　東日本大震災２（NHK東日本大震災プロジェクト 著/NHK出版）
・熊野古道を歩く（高木　徳郎 著／吉川弘文館）

主な巡回場所
火曜日…吾北地区　　水曜日…天王地区
木曜日…本川地区

※週によって巡回場所・時間が若干違ってきますので、
　お手数をお掛けしますがご連絡の上、ご利用ください。

問い合わせ  ８５０－４３６０

◆ 図書館バスの運行について ◆
（吾北・本川・天王地区）

●図書館ホームページ　　http://inolib.town.ino.kochi.jp/ （図書の検索・Web予約※ができます。）
　※Web予約には、あらかじめ利用者登録及び窓口でのパスワード申請が必要です。
　※サーバメンテナンス作業のため、毎朝4：00～4：30までホームページの閲覧、Web予約ができません。
　　ご了承ください。

▪住所 … いの町元町41番地
　　　　   850－4360　
▪開館時間 … 9：30～18：00
▪5月の休館日
　　月曜日、祝日（３、４、６日）、30日（館内整理日）

▪住所 … いの町枝川2462番地
　　　　   850－4350
▪開館時間 … 9：00～12：00、13：00～18：00
▪5月の休館日
　　月・水・金・日曜日、祝日（3、6日）

10：30～11：00
☆ 毎月第3火曜日 ☆

＊ Peek a boo ＊

いの町立図書館・本館 いの町立図書館枝川分室（枝川コミュニティセンター内）

予定

14：30～15：30 　☆ 毎月第3土曜日 ☆

～あかちゃんとおかあさんの絵本の時間～
【０～３才児・保護者対象】
絵本の読み聞かせとともに手遊びも一緒に
楽しみませんか？お気軽にご参加ください。

＊ くつしたのあな ＊

５
20 火

５
17 土 ～幼児から小学生のためのストーリーテリングと読み聞かせの時間～ 

●休館日の返却はブックポストをご利用ください。
　本館は正面玄関、枝川分室は入口に設置しています。
●いの町立図書館の本などは、本館・枝川分室どちら

でも返却できます。

▪吾北地区・本川地区の方へお知らせ▪
　吾北中央公民館図書室、本川新郷土館では、町立

図書館の小説、ノンフィクション、料理、健康の本
などあらゆるジャンルの書籍を随時100冊貸し出
ししています。是非ご利用ください。

☆ゴールデンウィーク中の休館についてお知らせします
　本館は３日（土）～６日（火）まで、枝川分室は３日（土）、６日（火）は休館です。
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ぐりぐらひろば（いの町子育て支援センター）からのお知らせ

☆申込・問い合わせ　　ぐりぐらひろば （いの町総合健康センター内）　　  892－3151

子育て情報いの町ＨＰ ぐりぐらひろばＨＰ⇨⇨

☆ 親子のふれあい遊び ☆

★ベビー＆ママヨガ★　★３Ｂ体操★

※行事への参加を希望される方は事前にお申し込みください。（ご都合によりキャンセルされる方は、必ずご連絡をお願いします。）
※詳しくは、ぐりぐらつうしんをご覧いただくか、直接お問い合わせください。

※妊婦さんと０歳児の親子対象
※毎週水曜日13:30～15:00　※予約不要
※個別相談と母乳相談のみ事前にお申し込みください。
※子どもをサポートする支援員さんもいます♪
　お誘い合わせの上、お気軽にお越しください。

なないろはぁと事業

＊ てくてくひろば ＊ 
★散歩　
5月		1日（木）		9：45～11：00
5月15日（木）		9：45～11：00
5月22日（木）		9：45～11：00

★幼稚園・保育園との交流　　※現地集合・解散
5月		9日（金）　八田保育園	　	9：30～11：00
5月26日（月）　伊野幼稚園　10：00～11：30
6月10日（火）　伊野保育園　10：00～11：00

★Peek	a	Boo　　※現地集合
5月20日（火）　図書館	　　		10：30～11：00

＊ 第２回 子育て座談会 ＊ 
★小児科医を囲んで座談会
～病気や予防接種・発育や発達など気軽な相談～
6月6日（金）ぐりぐらひろば　13：00～13：50
講師：仁淀病院小児科　倉繁　廸先生

＊ 第１回・第２回　ホッとママ講座 ＊ 
★食育講座Ⅰ
～「初めての食事」ワークショップ～
5月27日（火）	ぐりぐらひろば　10：00～11：00
講師：ほけん福祉課	管理栄養士

★食育講座Ⅱ（離乳食）　
～離乳食作りと親子で試食会～
6月		3日（火）	ぐりぐらひろば　	9：45～12：00
講師：ほけん福祉課	管理栄養士

＊ お楽しみ会 ＊ 
★図書館バス
5月		7日（水）	10：00～11：00

★絵本読み聞かせ・親子ふれあい遊び　
5月16日（金）、6月6日（金）　10：30～11：00

＊ 保護者会いちごサークル活動 ＊ 
5月29日（木）お楽しみ会・保護者会総会	10：00～11：00

☆ひろばでの遊びや生活の様子、各行事などについて、詳しくはHPでご紹介しています。☆

 ５月・６月初旬行事予定 

☆ ヘルスメイトさんの　　
　　ひなまつりクッキング ☆

☆ つくしんぼの会 ☆
出会いに感謝♥

親子それぞれの成長に感動♥

☆ 子育て座談会 ☆
仁淀病院小児科倉繁先生への

気軽な相談♥
☆ 第６回ホッとママ講座 ☆

手作り楽器のミニコンサート

【5月の内容】
 7日（水） ベビー＆ママヨガ・母乳相談
   ♥乳幼児用おやつ試食
 14日（水） 小児科医との座談会
 21日（水） 妊婦さんのためのお話
 28日（水） 大人のための読み聞かせ

【6月初旬の内容】
 4日（水） マタニティヨガ・胎児の心音聴音
   ※産後の母乳相談にも応じていただ
   　けます。ご希望の方は、あらかじめ
   　お申し込みください。

　親子のみならず、ボランティア志望の方の見学、他市町村からの視察、幼児保育学科や看護学科
生の実習など、ぐりぐらひろばが身近で親しみのある場所になりつつあることをうれしくありがたく
思います。
　子育ての先輩方の『私達の時代にも、こういう場所があったら…。』との思いが、子育て中のお母さ
んたちへの理解と共感、そして、地域の子育て支援にもつながっています。次世代を担う子どもたち
が心身ともに健やかに育つよう願って、これからもあたたかいご支援をよろしくお願いします。
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申込方法
伊野公民館窓口へ直接又はお電話で！　いの町3597　社会教育課（伊野公民館）
受付　月～金曜日（祝日を除く。）　8：30～17：15　  893－2012
［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名］

６ 月
予 定 表

６月分締切日：５月26日（月）17:15
主　催：社会教育課（伊野公民館）
講　師：森　　清仁
会　場：すこやかセンター伊野 小会議室

各コース 定員：10名 ㊟再受講などで、テキストをお持ちの方は、
　申込時にご連絡ください。

パソコン入門 （初めての方から）

開催時間 受講料ほか ６月日程

使用可能パソコン持参
9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト　 300円 ６／1（日）

ワード入門　使用ソフト：Word2010（基礎を学習）

開催時間 受講料ほか ６月日程

Office2010
使用可能パソコン持参

9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト 1,260円

Word2010用
６／14（土）

エクセル入門　使用ソフト：Excel2010（基礎を学習）

開催時間 受講料ほか ６月日程

Office2010
使用可能パソコン持参

9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト 1,260円

Excel2010用
６／21（土）

パソコン個別相談室
開催時間 受講料ほか ６月日程

個別相談室
※VBA＆CADなどは除く

申込1件1時間以内
10:00～16:00 相談料 500円

６／15（日）
６／22（日）
６／29（日）

※予約がない場合は中止します。

パソコン教室のご案内　６月開催予定講座

ワード2010入門コース

エクセル2010入門コース

インターネット活用コース

パソコン個別相談室

パソコン入門コース
　パソコン入門コースは、初めてパソコン
を触る方や、以前使っていたけど、もう一度
基礎から学習したい方向けの講座です。
マウス操作の基本・キーボード入力の基本
を中心にパソコンの基礎を学習します。

　ワード2010入門コースは、文書作成ソ
フトであるワードソフトの基礎を学習しま
す。表現力のある文章や表の入った文章、
図を入れた文章などの作成をします。

　エクセル2010入門コースは、表計算
ソフトであるエクセルソフトの基礎を学習し
ます。エクセルでの文字や数字の入力やグ
ラフ作成、計算方法の基礎を学習します。

　インターネット活用コースは、初めてイン
ターネットに挑戦してみようとされる方から便
利なページを紹介し活用方法まで行います。

　Windows操作・印刷からワード・エクセ
ル活用・インターネットとメールなどの相談室
です。（VBAなどの言語関係・CAD（図面
ソフト）は除く。）そのほかの内容については、
予約のときに相談内容をお願いします。

インターネット活用 （便利な活用を学習）

開催時間 受講料ほか ６月日程

無線LAN使用可能
パソコン持参

10：00～15：00
4時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 2,000円
テキスト　 300円 ６／28（土）



いの町観光協会からのお知らせ

25
広報いの  2014  5月号

問 連
い 絡
合 及

せ
わ び

いの町観光協会事務局
（ギャラリー・コパ内）
〒781-2101　いの町大国町145
	893-1211　　 	893-1205

季節の情報や、最新イベント情報などは下記のＨＰでご確認ください。
ホームページ　http://inofan.jp
ブログも見てください。http://blogs.yahoo.co.jp/inokanko2006

“グリーン・パークほどの”の大自然で育った、
「南高（なんこう）」「白加賀（しろかが）」「鶯宿（おうしゅく）」の３種類の梅のもぎ取り。

「梅のもぎ取り体験」参加者募集

いの町新町20－1
TEL（088）893－5161
■日帰り白内障手術
■ＯＣＴ（光干渉断層計）

院長　山　岡　昭　宏13:00
まで

■日　時：６月８日（日）　9：30集合（受付）

■申込締切日：６月４日（水）

■受付・集合場所：グリーン・パークほどの「森林生態学習館」

■申込・問い合わせ：いの町観光協会　  ８９３－１２１１

■備考
※雨具・虫除け用品などはご持参ください。
　履き物は、長靴又は運動靴を着用してください。
※もぎ取った「梅」を入れる袋も、各自ご持参ください。
※飲食物はご持参ください。（ゴミの持ち帰りにご協力ください。）　
※早い方は、半時間ほどで取り終えるかと思われますが、取り終えた方から集合場所でもある「森
林生態学習館」で計量を行い（1㎏ 200円での購入となります。）、解散となります。　

（「梅園」付近には、駐車スペースがありませんので、「森林生態学習館」まで戻り、計量を行っ
ていただきます。）

◆ＤＶ被害者のための電話相談のご案内◆　ＤＶは、配偶者や恋人に対する体や心への暴力のことです。

相談先 高知県女性相談支援センター
（配偶者暴力相談支援センター）

こうち男女共同参画センター
「ソーレ」 警    察

対象者 女性、ＤＶ被害者である男性  女性、男性 暴力被害者

電話番号  ８３３－０７８３
女性向け　  ８７３－９５５５
男性向け　  ８７３－９１００

お近くの警察署又は県警本部
生活安全企画課
（＃9110又は
　　　　　  ８２３－９１１０）

相　　談
時間など

平日　　　　　9：00～22：00
土・日・祝日　9：00～20：00
（年末年始は休み）

女性向け　9：00～17：00
男性向け（予約制）
第1、3火曜日　18：00～20：00

（第2水曜日、祝日、年末年始は休み）

夜間・休日は、当直員対応
緊急の場合は、110番へ
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保 健 行 事 予 定 表6月

5 / 1 1 ～ 6 / 1 0 ５月１日～10日の予定は広報４月号をご覧ください。
都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

健診・がん検診の申し込みは電話又はハガキでお願いします。電話の場合は、予約受付期間（月～金曜日8：30～
17：15）に、ほけん福祉課（  893－3811）までお申し込みください。ハガキの場合は、電話予約受付開始日の１
週間前までに投函をお願いします。（ハガキは４月広報に折り込みの健康ガイドに入っています。）

子
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て
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日
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医
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血

健
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・
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ん
検
診
予
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受
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内　　容 日　程 場　　所 受付時間

おやこっこたいむ（育児相談）

5／13（火） 枝川コミュニティセンター

９：50　集合
5／20（火） 天王コミュニティセンター
5／27（火） すこやかセンター伊野
6／ 3（火） 枝川コミュニティセンター

３ 歳 児 健 診 5／22（木） すこやかセンター伊野 13：00～14：30
４ か 月 児 健 診 6／ 5（木） すこやかセンター伊野 13：00～14：00
離 乳 食 講 習 会※ 5／16（金） すこやかセンター伊野 ９：50　集合

※離乳食講習会に参加希望の方は、ほけん福祉課（  893－3811）まで予約してください。

日　程 場　　所 受付時間

6／ 2（月）
高知県伊野合同庁舎 ９：30～11：00
高知県消防学校 13：00～16：00

内　容 日　程 場　　所 時　間

健 診

5／12（月） 旧神谷中学校

８：00～10：00

5／20（火）
波川公民館

5／21（水）
5／28（水）

天王コミュニティセンター5／29（木）
5／30（金）

子 宮 頸 が ん 6／ 3（火）
勝賀瀬小学校 ８：30～
旧神谷中学校 ９：30～
波川公民館 13：00～

内　容 実施日 実施場所 受付時間 電話予約受付期間

健 診

6／11（水）
枝川コミュニティセンター

８：00～10：00

5／12（月）～5／16（金）6／12（木）
6／13（金）
6／24（火） 吾北中央公民館

5／26（月）～5／30（金）6／26（木） 清水公民館
6／27（金） 吾北山村開発センター

乳 が ん
子 宮 頸 が ん

7／ 1（火） すこやかセンター伊野 ８：30～ 6／  2（月）～6／  6（金）

※健診：健康診査、30歳代健診、がん検診（胸部・胃・大腸）
※乳がん検診・子宮頸がん検診は２年に１回、健診は１年に１回となっています。

＜３歳児健診、４か月児健診は個別に通知します。＞

５月
３（土） 仁 淀 病 院  893－1551
４（日） 関 田 病 院  893－0047
５（月） 西 村 整 形 外 科  893－2455
６（火） さ く ら 病 院  893－5111

１１（日） 仁 淀 病 院  893－1551
１８（日） 町 田 整 形 外 科  891－6565
２５（日） 森 木 病 院  893－0014

６月
１（日） 関 田 病 院  893－0047
８（日） 仁 淀 病 院  893－1551

１５（日） 天 王 診 療 所  891－6678
２２（日） さ く ら 病 院  893－5111
２９（日） 山 内 内 科  893－3111

※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。


